
提 供 日 2026/02/13

タイトル ＪＡＸＡ研究員による講演会を開催します！

担　　当 教育委員会 科学技術高等学校

連 絡 先 副校長　田中　学

TEL 054-267-1100

ＪＡＸＡ研究員による講演会を開催します！

　科学技術高校では、ＪＡＸＡ国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の研究員である長谷川克也氏をお招きして、ＡＩ時代のエ
ンジニアの働き方に関する講演会を開催します。

１　日　時
　　令和８年２月20日（金）13:30～14:30

２　会　場
　　静岡県立科学技術高等学校　体育館（静岡市葵区長沼500－１）

３　内　容
　　講演「ＡＩ時代にエンジニアがどう働くか」
　　・講師：ＪＡＸＡ研究員　長谷川　克也　氏　※プロフィールは別添資料参照
　　・宇宙の話を織り交ぜて、ＡＩ時代にエンジニアがどう働くかといった内容に
　　　ついて講演していただきます。

４　参加者
　　科学技術高等学校　１，２年生生徒　641人、教職員

５　問合せ先
　　静岡県立科学技術高等学校
　　担　当：副校長　田中　学
　　電　話：054-267-1100
　　メール：kagakugijutsu-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:kagakugijutsu-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2026/02/13

タイトル 田子の浦港を脱炭素化！～協議会開催～

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾計画班

TEL 054-221-3056

　　　　　　　　田子の浦港を脱炭素化！～協議会開催～

　田子の浦港及び周辺地域の脱炭素化を目指すため「第４回田子の浦港港湾脱炭素化推進協議会」を開催します。
　今回は、今後公表を予定している「田子の浦港港湾脱炭素化推進計画」の最終案を審議します。

１　開催概要
名　称　田子の浦港港湾脱炭素化推進協議会（第４回）
日　時　令和８年２月20日（金）　午前10時30分から午前12時　※Web併用
場　所　静岡県田子の浦港管理事務所　３階会議室　（富士市鈴川町２番１号）
事務局　静岡県交通基盤部港湾局港湾企画課

２　主な内容
　（1）田子の浦港港湾脱炭素化推進計画（案）について
　（2）脱炭素に関する情報提供（鈴与商事(株)）

３　協議会構成員
　田子の浦港周辺で活動する企業及び国、県、市

４　取材
・協議会は非公開としますが、冒頭挨拶(議事開始前)まで傍聴及び撮影可能です。
・当日は、午前10時20分までに会場へお集まりください。
・会議終了後報道関係者向けの事後レクを行います。

５　参考
　本協議会では、田子の浦港において、カーボンニュートラルポート（CNP）の形成に向け、実施すべき取組やロードマップ等を
官民一体となって検討し、「田子の浦港港湾脱炭素化推進計画」を策定することとしています。



提 供 日 2026/02/13

タイトル チルトローテータ実演見学会～第2回ふじのくに
i-Construction推進支援協議会～を開催します。

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 建設政策課イノベーション推進班

TEL 054-221-2497

チルトローテータ実演見学会～第２回ふじのくにi-Construction推進支援協議会～を開催します。

　県では、建設現場におけるICTや新技術の導入を推進し、生産性向上を図るために、国、市町、関係団体等と情報共有や意見交
換を行っています。
今回、狭小な現場での掘削など省人化効果が期待されるチルトローテータの実演見学会を開催します。

１　日　　時　令和８年２月20日（金）　13：30～15：30

２　開催場所　浜松市引佐基幹集落センター（浜松市浜名区引佐町伊平591番の２）【座学】
　　　　　　　（株）野末工務店様　資材置き場【実演会場】

３　開催内容　（１）チルトローテータについて（導入効果と留意点）
　　　　　　　（２）チルトローテータ実演内容説明
　　　　　　　（３）次年度の予定

４　取　　材　取材希望の方は事務局までご連絡ください。

５　事 務 局　交通基盤部政策管理局建設政策課未来まちづくり室　桑原
　　　　　　　電話番号：054-221-2497



提 供 日 2026/02/13

タイトル 温州みかん新品種「春しずか」の品種識別法を開
発
～温州みかんの突然変異系統を識別できるDNAマー
カーの開発は世界初～

担　　当 経済産業部 農林技術研究所果樹研究センター、農

業局農業戦略課

連 絡 先 農林技術研究所果樹研究センター果樹生産技術科

TEL 054-376-6153

温州みかん新品種「春しずか」の品種識別法を開発

～温州みかんの突然変異系統を識別できるDNAマーカーの開発は世界初～

１　要旨
静岡県農林技術研究所果樹研究センターは、国立研究開発法人理化学研究所と共同で育成した温州みかん新品種「春しずか」を高精度

に識別できるDNAマーカーを開発した。従来、温州みかんは枝変りなど突然変異によって育成された品種が多く、これら変異系統は遺伝的
差異が極めて小さい事から識別は困難とされてきたため、温州みかんの突然変異系統を対象としたDNAマーカーの開発は世界初である。本
成果は育種研究を代表する学術雑誌『Breeding Science』に投稿受理され、２月13日にオンライン版で公表された。

２　概要
（１）「春しずか」の開発背景と特徴
・ 本県は年明け出荷が主体の貯蔵みかんの産地である

が、温暖化の影響により浮き皮が多発し、貯蔵した果
実の品質劣化が課題となっていた。育成した「春しず
か」は、浮き皮の発生が少なく、３月までの長期貯蔵で
も適度な酸味を保ち食味良好で、品薄となる春先に出
荷できる品種である。 温州みかん新品種「春しずか」

（２）開発の経緯と課題
・ 近年、果樹品種の無断栽培や海外流出など育成者権侵害への対応が求められてお

り、これらのリスクに対応するため、「春しずか」についても効率的で精度の高い
DNAによる品種別技術の開発が必要とされていた。

・ しかしながら、温州みかんは品種間のDNA配列の違いが極めて少なく、識別は困難
とされており、青島温州を基に育成した「春しずか」においても、DNA配列の違いを見
つけることは非常に困難であった。

（３）研究成果の特徴
・ 次世代シーケンサーを用いて全ての

DNA配列を明らかにし、詳細なゲノム解析
により「春しずか」と青島温州のわずかな差
異を見つけることで、識別可能なDNAマー
カーの開発に成功した。

「春しずか」を識別するDNAマーカーの泳動結果

（４）今後の展望
・ 本手法により、葉・果実のいずれでも容易に品種を同定でき、違法栽培等に対する科

学的根拠となり、県独自ブランドの育成者権保護体制が強化される。

（５）参考
・ 理化学研究所ホームページでも関連情報を公開。

https://www.riken.jp/press/2026/20260213_1/index.html

https://www.riken.jp/press/2026/20260213_1/index.html


提 供 日 2026/02/13

タイトル 【取材依頼】静岡県主催イベント「温泉旅館オ
フィス活用＆見学会」を開催します！～第１号オ
フィス（香湯楼井川）の見学、サウナバスで交流
会も！！～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

【取材依頼】「温泉旅館オフィス活用＆見学会」を開催します！

～第１号オフィス（香湯楼井川）の見学、サウナバスで交流会も！！～

１　要旨
　静岡県では温泉旅館の空きスペースをオフィスに改修し企業等を誘致する「温泉旅館オフィス化事業」を伊豆地域で推進しています。
　温泉旅館オフィスは、温泉でのリフレッシュで新しい発想のきっかけを得るほか、裸の付き合いによる入居企業同士の共創促進や旅館経
営者等地域との協業など、多くのメリットを持っています。温泉旅館オフィスで働くことについて知るきっかけとなる「温泉旅館オフィス活用＆
見学会」を開催します。参加者間の交流促進やサウナの効果を体感していただくため、路線バスを改修したサウナバスでの交流会も実施し
ます。（定員40人）
　取材を希望される場合は、２月18日（水）17時00分までに以下問い合わせ先まで御連絡をお願いいたします。

２　開催概要
　１）日　時　令和８年２月19日（木）13時00分～16時30分
　２）場　所　アクシスかつらぎ（静岡県伊豆の国市古奈255）

３　プログラム
　１）温泉旅館オフィス紹介・見学
      香湯楼井川の温泉旅館オフィス化事例を見学
　２）トークセッション
　　 演　 題：「サウナ・温泉入り放題が生産性向上につながる？？」
　　 登壇者：JAPAN SAUNABU ALLIANCE　共同代表　川田　直樹　氏
　　　　　　　サウナライター　川邊　実穂　氏
　３）参加者交流会
　　　参加者はサウナバスによるサウナ体験（希望制）

　※開催案内は以下のＨＰのリンクを御確認ください。
　　
　　　https://icoi.pref.shizuoka.jp/post-1037/　　

４　問い合わせ先
　　経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
　　電話：054－221－2985

https://icoi.pref.shizuoka.jp/post-1037/


提 供 日 2026/02/13

タイトル 職業教育に関する知事褒賞授与対象者（専修学校
生）が決定！

担　　当 健康福祉部 こども若者局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3346

職業教育に関する知事褒賞授与対象者（専修学校生）が決定！
　職業教育関係学校の生徒・学生等に対する知事表彰制度において、知事褒賞の授与対象者となる専修学校生を選考、決定しました。
１　専修学校生
　(1)　知事褒賞授与対象者(五十音順)

学校名 氏名 学年 分野、課程及び学業に関連した顕著な業績

1
大原法律公務
員専門学校浜
松校

　   うちやま　りん

　 内山　綸 2年

（専門課程、文化・教養分野）
国家公務員一般職(税関)、愛知県警察官試験
等に合格。また、学校説明会に学生アシスタント
として積極的に参加し、後輩に自身の公務員試
験体験を伝えるなど様々な分野で貢献した。

2 富士コンピュー
タ専門学校

   か  じ     はるゆき  

　鍜治　春行 3年

（高等課程、商業実務分野）
日商簿記検定２級や日本電卓技能検定正士２
段等、多数の資格に合格。また、部活動を新設
し部長として部員の技術向上に尽力する等リー
ダーシップを発揮し、他の生徒の模範となった。

3
静岡デザイン専
門学校

さ と う     あすか     

佐藤　明日香 3年

（専門課程、文化・教養分野）
第20回若年者ものづくり競技大会全国大会グラ
フィックデザイン部門で銀賞を受賞したほか、各
大会で優秀な成果を挙げた。また、自ら考え行
動する姿は他の学生の模範となった。

4 辻村和服専門
学校

さ と う    ひなこ     

佐藤 日菜子 5年

（専門課程、服飾・家政分野）
技能五輪全国大会に第62回から２年連続で出
場し、今年度の第63回で銀賞を受賞した。学業
優秀で常に前向きに努力する姿勢は、他の学
生の模範となった。

5

専門学校ルネ
サンス・ペット・
アカデミー静岡
校

てるい   　かれん

　照井　加恋 2年

（専門課程、文化・教養分野）
アジア圏最大級のトリマーコンテストで準優勝
し、世界大会出場を果たした。また、努力を重ね
数多くの資格を取得し、他の学生の模範となっ
た。

6
大原簿記情報
医療専門学校
静岡校

はやぶさ　りゅうや

　早房　龍矢 2年

（専門課程、商業実務分野）
税理士試験で必修科目２科目に合格。また、全
経簿記教育検定上級にも合格するなど、努力を
惜しまず勉学に励む姿は他の学生の模範となっ
た。

　※対象者には、私立専修学校各種学校大会において、褒状が授与されます。
　　 私立専修学校各種学校大会は、令和８年２月2０日（金）午後３時00分から午後４時00分に、
     静岡県私学会館（静岡市葵区追手町9-26）で開催。

　(2)　選考経緯
　　ア　推薦者募集　令和７年10月28日から令和８年１月30日まで
　　イ　選考
　　　　書類により推薦された者のうちから、健康福祉部私学振興課が候補者を選考しました。



提 供 日 2026/02/13

タイトル 静岡県地球温暖化防止活動推進センターとして
「一般社団法人アースライフネットワーク」を指
定（令和８～10年度分）

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-3781

静岡県地球温暖化防止活動推進センターとして

「一般社団法人アースライフネットワーク」を指定

（令和８～10年度分）

１　概　要
　県では、　「地球温暖化対策の推進に関する法律」第3 8 条第１項
に基づき、令和８年４月１日から令和11年３月3 1日までの３年間に
ついて、一般社団法人アースライフネットワークを静岡県地球温暖
化防止活動推進センターに指定しました。

２　指定の経過
（１）募集期間　　令和７年12 月１日から令和７年12 月2 6 日まで
（２）応募団体　　一般社団法人アースライフネットワーク（１団体）
（３）選考委員会　藤川 格司（静岡県環境審議会会長、常葉大学　

名誉教授）氏を委員長とする委員５名から構成
（４）選考方法　　事業実績、事業計画の妥当性等から選考

３　指定団体の概要

一般社団法人アースライフネットワーク

代表者 代表理事　松木　徳夫

住所 静岡市葵区有永町14 番2 8 号

指定歴

・平成16 年10 月
静岡県地球温暖化防止活動推進センターとして指定
以降、継続して指定を受けている（現在７期目）

センター
としての
事業内

容

・地球温暖化や省エネ、気候変動適応等に関する普及啓発及び相談対応
・家庭部門の温室効果ガス排出削減に向けた取組
・地球温暖化防止活動推進員や関係団体等との連携

参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　
 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2026/02/13

タイトル 【訂正】本県の児童等の身長・体重は多くの年齢
で全国平均を下回る～令和７年度学校保健統計調
査結果（確報）静岡県の概要～

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995

※「表1-1 身体的発育状況（身長）年齢別比較」、「表1-2 身体的発育状況（体重）年齢別比較」の一部に誤りがありましたので訂正しまし
た。（3/4 14時00分）



●静岡県の概要及び統計表は「統計センターしずおか」に２月13日（金）18時に掲載予定。
URL：http://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/18-020/index.html
●全国の結果については、２月13日(金)17時に公表予定。
　詳しくは、文部科学省ホームページを参照
URL：https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa05/hoken/1268826.htm

http://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/18-020/index.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa05/hoken/1268826.htm


提 供 日 2026/02/16

タイトル 教職員の逮捕

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3117

（趣　旨）
静岡県教育委員会は、令和８年２月15日（日）、教員が傷害の疑いで逮捕された旨の情報を得たので報告する。　

（概　要）
　１　所　　　属：　県立高等学校（西部）

２　職　　　名：　教諭

３　氏　　　名：　鈴木　聖啓（スズキ マサアキ）

４　年　　　齢：　31歳

５　性　　　別：　男

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
詳細な事実関係について、現時点では把握しておりませんが、教育委員会が一丸となって不祥事根絶に取り組んでいる中、教員が傷害の

疑いで逮捕されたことは大変遺憾であり、児童生徒、保護者をはじめとする県民の皆様に対し、深くお詫び申し上げます。
本件につきましては、今後、事実を確認し厳正に対処するとともに、この事態を重く受け止め、県民の皆様の教育に対する信頼を回復でき

ますよう、教職員に対する指導の一層の強化と徹底を図ってまいります。



提 供 日 2026/02/16

タイトル 教員の逮捕について

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3105

（趣　旨）
静岡県教育委員会は、令和８年２月13日（金）、教員が暴行の疑いで逮捕された旨の情報を得たので報告する。　

（概　要）
　１　所　　　属：　中学校（東部）
　２　職　　　名：　教諭
　３　氏　　　名：　山﨑　淑恵（ヤマザキ　ヨシエ）
　４　年　　　齢：　43歳
　５　性　　　別：　女

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
詳細な事実関係について、現時点では把握しておりませんが、教育委員会が一丸となって不祥事根絶に取り組んでいる中、教員が暴行の

疑いで逮捕されたことは大変遺憾であり、児童生徒、保護者をはじめとする県民の皆様に対し、深くお詫び申し上げます。
本件につきましては、今後、事実を確認し厳正に対処するとともに、この事態を重く受け止め、県民の皆様の教育に対する信頼を回復でき

ますよう、教職員に対する指導の一層の強化と徹底を図ってまいります。



提 供 日 2026/02/16

タイトル 【変更】静岡県議会令和８年２月定例会の開会日
における常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

※総務委員会の審査事項追加（２月16日(月)14時　変更）

　静岡県議会令和８年２月定例会の開会日、本会議休憩中に常任委員会を下記のとおり開催します。
　なお、今回の常任委員会は付託議案の審査のみを行い、所管事務調査は実施しません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

委員会名 日    時 場    所 審査事項・順序

総    務 　２月17日（火）　 
　本会議休憩中

第１委員会室 企画部関係
財務部関係

危機管理くらし環境          　〃 第２委員会室
１　くらし・環境部関係
２　危機管理部関係

厚　　生 〃 第５委員会室
健康福祉部関係
がんセンター局関係

産　　業 〃 第７委員会室
経済産業部関係
企業局関係

建　　設 〃 第４委員会室 交通基盤部関係

文教警察 〃 第６委員会室 教育委員会関係

＊委員会は審査等が終了次第、散会となります。
　なお、委員会室はすべて本館４階にあります。



提 供 日 2026/02/16

タイトル 企業の課題解決につながる研究成果が集結。
令和７年度　工業技術研究所研究発表会を開催し
ます。

担　　当 経済産業部 工業技術研究所企画調整部

連 絡 先

TEL 054-278-3028

　工業技術研究所及び各支援センターの令和７年度研究発表会を開催します。

　研究職員が企業と取組んだ研究成果や技術相談による課題解決事例など、１年間の成果について発表します。

　自社の経営課題や技術課題の解決ヒントが得られ、新たな事業展開や産学連携の機会が広がるため、ぜひ御参加ください。

〇参加費　無料

〇概要

【浜松】
　日程：令和８年３月３日（火）
　会場：浜松工業技術支援センター（浜松市浜名区新都田1-3-3）
　詳細：https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78954/

【富士】
　日程：令和８年３月４日（水）
　会場：富士工業技術支援センター（富士市末広20-6）
　詳細：https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78946/

【沼津】
　日程：令和８年３月５日（木）
　会場：沼津工業技術支援センター（沼津市大岡3981-1）
　詳細：https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78938/

【静岡】
　日程：令和８年３月６日（金）
　会場：静岡県工業技術研究所（静岡市葵区牧ヶ谷2078）
　詳細：https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78930/

〇お問合せ先

　・静岡県工業技術研究所　企画調整部　　（電話：054-278-3028）

　・沼津工業技術支援センター　　　　　　　　（電話：055-925-1100）

　・富士工業技術支援センター　　　　　　　　（電話：0545-35-5190）

　・浜松工業技術支援センター　　　　　　　　（電話：053-428-4152）

https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78954/
https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78946/
https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78938/
https://www.iri.pref.shizuoka.jp/seminar/event/78930/


提 供 日 2026/02/16

タイトル 私の「スキ」が未来をつくる。工科短期大学校
第４回選抜試験（令和８年度生）の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス

TEL 054-345-2033

私の「スキ」が未来をつくる。

工科短期大学校 第４回選抜試験(令和８年度入学生)の実施

　令和８年度入学予定者が定員に満たない科について入学生を追加募集するため、第４回選抜試験（一般選抜）を実施します。
　詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)を御覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第４回 一般選抜
令和８年

２月27日(金)～３月10日(火)

令和８年

３月13日(金)

令和８年

３月17日(火)

２　募集学科及び募集人員等

キャンパス名 学　科 募集人員

機械・制御技術科 12名程度

電気技術科 ７名程度静岡キャンパス

建築設備科 ３名程度

機械・生産技術科 ７名程度

電子情報技術科 若干名沼津キャンパス

情報技術科 若干名

３　試験科目　　数学 Ｉ（マークシート方式） ・ 面接

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等

受験料 入校料 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

https://scot.ac.jp/


提 供 日 2026/02/16

タイトル 首都圏スーパー「クイーンズ伊勢丹で“春”を先
取り！2/23「富士山の日」に向け、桜海老や苺な
ど静岡の美食が集結

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

首都圏スーパー「クイーンズ伊勢丹」で“春”を先取り！

2/23「富士山の日」に向け、桜海老や苺など静岡の美食が集結

（要　旨）

　県は、首都圏で店舗を展開する高品質な食品スーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」（運営会社：株式会社エムアイフードスタイル）と連携
し、２月18日（水）～23日（月）の６日間、県産農林水産品・加工品を販売する「静岡フェア」を開催します。
  なお、同時期・同店舗で、山梨フェアも開催されます。

１　フェアの概要

区　　分 内　　　　　　容

開催日 令和８年２月18日（水）～２月23日（月）６日間

開催場所 食品スーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」14店舗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都12店舗、埼玉県１店舗、千葉県１店舗）

商　　品

（予定）

・静岡県産品の販売

区　分 主な商品（下線は商談会成約商品）

青　果 青島みかん、きらぴ香、アメーラトマト、プリンセスパプリカ

水　産 藁焼きかつおたたき、釜揚げ桜海老・しらす、 かつおへぞじま
 ん 、 うなぎ 蒲焼 （ でしこ ）

　 菓　子  うなぎパイ、富士山もなか、抹茶バターケーキ、 はちみつラス  
 ク 、 うなぎのぼり

   畜　産  掛川牛ハンバーグ・ステーキ用・細切れ　

   その他  富士の国ヨーグルト、黒はんぺん、静岡おでん、 極 ぷりん

備　　考 ・県はフェア開催に際し、県内事業者との商談会、県内での産地訪問を実施。

参考：株式会社エムアイフードスタイル（(株)三越伊勢丹ホールディングスのグループ会社）

設立 平成29年12月

本社所在地 東京都新宿区西落合2-18-20ナレッジパーク落合ビル３階

事業内容 スーパーマーケット・小売・食品製造・卸売



提 供 日 2026/02/16

タイトル 御殿場プレミアム・アウトレットにて「頂グルメ
フェア」を初開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

確かな品質、こだわりの味。期間限定の特別な味わいを、あなたへ。

御殿場プレミアム・アウトレットにて「頂グルメフェア」を初開催！

（要　旨）
○県内外をはじめ、海外からも多くの来訪者でにぎわう御殿場プレミアム・アウトレット内の飲食店等にて、「頂（しずおか食セレクション）」認定商品を使用したメニューを提
供する「頂グルメフェア」が開催されています。

○期間中、対象メニューを御購入・御応募いただいたお客様を対象に、「頂」認定のごてんばこしひかり「このはなの恵み」５キロが合計40名に当たる抽選会が、静岡県農
林水産業振興会の協賛により実施されます。

【頂（しずおか食セレクション）とは】

　全国や海外に誇りうる価値や特長を備えた静岡県産農林水産物を、県が独自の基準により「頂（いただき）」として認定しています。

（概　要）
１　「頂グルメフェア」の概要　　（https://www.premiumoutlets.co.jp/gotemba/sp/itadaki/）

区　分  内　容

主　催 　御殿場プレミアム・アウトレット

期　間 　令和８年２月14日（土）～３月22日（日）

場　所 　御殿場プレミアム・アウトレット内飲食店等　５店舗（御殿場市深沢1312）

２　提供されるメニュー

店舗名  メニュー名 使用「頂」商品

Udon Noodles 

ふじやま茶寮
　海老の入ったトマトクリームうどん 伊豆の国ミニトマト

San Grams Green Tea 　 抹茶ショコララテ、抹茶ショコラシェイク 三ヶ日みかん（青島温州）

Takashimaya 　三ヶ日みかんサンド、三ヶ日みかんジュース 三ヶ日みかん（青島温州）

Trattoria Tavola

　三島ガチトマトのマルゲリータフィレット、

　駿河湾産釜揚げシラスと三島ガチトマトのピッツア、

　三島ガチトマトのボンゴレマッキャート

ミシマガチトマト

熱海おさかな食堂
　きらめき五色 海鮮桶丼、しあわせサーモンえび丼、

　金目鯛とサーモンのタジン定食

富士山サーモン、　

ホワイト富士山サーモン

＜提供される主なメニュー＞

　　　                       

海老の入ったトマト
クリームうどん

抹茶ショコララテ/
抹茶ショコラシェイク

三ヶ日みかんサンド/
三ヶ日みかんジュース

       

                    

駿河湾産釜揚げシラスと
三島ガチトマトのピッツア

しあわせサーモンえび丼

－

３　「頂グルメフェア」取材の申し込み先

　三菱地所・サイモン株式会社　御殿場プレミアム・アウトレット

　マネジメントオフィス　電話:0550-81-3133

https://www.premiumoutlets.co.jp/gotemba/sp/itadaki/


提 供 日 2026/02/16

タイトル 「手話であいさつを」運動（小学校手話講座）を
実施します（取材依頼）

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-3737

手話言語普及啓発のため「手話であいさつを」運動（小学校手話講座）を実施します（取材依頼）

静岡県では、ろう者と聞こえる人がお互いに尊重し合い、誰もが地域の一員として生活できる社会をめざして、平成30年3月に
「静岡県手話言語条例」を制定しました。
この条例を踏まえ、手話の普及・啓発のため、県民誰もが手話で簡単なあいさつや自己紹介ができるようになることを目指す「手
話であいさつを」運動に取り組んでいます。
その一環として、以下のとおり、小学生向けの手話講座を開催します。

１　日時
　　令和８年２月24日（火）9:25～10:10、10:30～11:15
　　
２　会場
　　裾野市立富岡第一小学校（裾野市御宿600）３階会議室

３　対象者
　　４年生（計67人）

４　内容
　　ろう者による講話、手話実技講座

５　留意事項
　　取材される際には、事前に県障害福祉課に御連絡くださるようお願いします。 

６　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課身体障害福祉班
　　電話番号：054‐221‐3737
　　FAX番号 ：054‐221‐3267
　　E-mail：shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/16

タイトル 髙橋遥佳選手が講演！デフリンピック特別授業を
実施します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

髙橋遥佳選手が講演！ デフリンピック特別授業を 実施します！

１　概要

　昨年11月に日本初開催されたデフリンピックを機に高まった機運を大会終了後も継続し、デフスポーツや手話言語、障害への理解促進を図るた

め、自転車競技出場選手や県ゆかりの選手を講師に迎えた特別授業を実施します。（今回が最終回）

２　特別授業開催日程

NO. 項　目 内　容
⽇　　時 令和８年２⽉26⽇（⽊）14:25〜15:10
場　　所 湖⻄市⽴東⼩学校　体育館　（湖⻄市新所680）
講　　師 髙橋　遥佳　選⼿
参 加 者 ４年⽣　19名、5年⽣　32名、６年⽣　20名　　計71名１

内　　容
・講演（⾃己紹介・競技紹介・東京大会報告）
・デフサッカー体験
・質問コーナー、写真撮影

⽇　　時 令和８年２⽉27⽇（⾦）13:30〜14:20
場　　所 菊川市⽴岳洋中学校　体育館　（菊川市下平川5430）
講　　師 髙橋　遥佳　選⼿　
参 加 者 １年⽣　134名２

内　　容
・講演（⾃己紹介・競技紹介・東京大会報告）
・デフサッカー体験
・質問コーナー、写真撮影

３　髙橋遥佳選手プロフィ ール

浜松市在住
所属：三陽建設株式会社
デフリンピック出場競技：サッカー
主な戦績

・デフリンピック３大会出場
・２０２２年　第2４回夏季デフリンピック（ブラジル）　４位
・２０２５年　東京2025デフリンピック　銀メダル

４　取材について

　取材いただける場合には、別紙取材申込書を各授業日の２日前までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。（スポーツ振興課：

sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

（参考） デフリンピック特別授業日程一覧（終了分も 含む）

授業⽇ 授業時間 講師 学校名 対象者 ⽣徒数

１⽉28⽇(⽔) 13:00〜14:15 早瀨久美選⼿ ⻑泉町⽴⻑泉⼩学校 ４年⽣ 166

１⽉29⽇(⽊) 13:35〜14:20 村岡翼輝選⼿ 富⼠宮市⽴⿊⽥⼩学校 ５年⽣ 77

２⽉６⽇(⾦) 13:25〜14:10 佐藤正樹選⼿ 川根本町⽴三ツ星学園 ５・６年⽣ 44

２⽉18⽇(⽔) 13:45〜14:35 早瀨憲太郎選⼿ 藤枝市⽴⻘島中学校 １・２年⽣ 518

２⽉26⽇(⽊) 14:25〜15:10 髙橋遥佳選⼿ 湖⻄市⽴東⼩学校 ４〜６年⽣ 71

２⽉27⽇(⾦) 13:30〜14:20 髙橋遥佳選⼿ 菊川市⽴岳洋中学校 １年⽣ 134

合計 1,010

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/16

タイトル リニア準備工事（ヤード用地造成等）に係る事後
調査報告書を公表します

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先

TEL 054-221-2255

　県環境影響評価条例に基づき、ＪＲ東海から提出されたリニア準備工事（ヤード用
地造成等）に係る事後調査報告書を公表します

（要旨）
　令和８年２月13日（金）、東海旅客鉄道株式会社から、リニア準備工事（ヤード用地造成等）に係る事後調査報告書（準備工事着手前）が提

出されました。

　本報告書は、令和７年８月にＪＲ東海から県に依頼のあったヤード用地造成等の着手にあたり、当該用地造成等の区域において、工事着手

前に実施した調査（移植・播種した種の生育状況、水質）の結果等を取りまとめたものです。

県は、条例に基づき本報告書を公表するとともに、環境の保全の見地からの意見を受け付けます。

１　公表する事後調査報告書

「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書【静岡県】平成26 年８月」に基づく事後調査報告書（準備工事着手前）

２　公表・縦覧

(1) 公表

令和８年２月16日（月）に県生活環境課ホームページに掲載します。

URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/assessetc/1002649/1017973.html

(2) 縦覧

ＨＰでの公開の他に、準備ができ次第、以下の場所等で紙資料の縦覧を行います。

【静岡県】県庁生活環境課ほか下記のとおり（※）

【静岡市】環境共生課、各区役所「市政情報コーナー」

　※県民サービスセンター（静岡県庁東館２階）、各財務事務所、西部農林事務所総務課

　　天竜分室、県立中央図書館、静岡県総合教育センター

３　意見の提出

環境の保全の見地からの意見がある場合は、県に意見書を提出することができます。

(1) 提出期間

　　令和８年２月17日（火）から３月16日（月）まで

(2) 提出方法

住所、氏名、連絡先（電話番号等）を明記した意見書（様式任意）を、次のいずれかの方法により、県生活環境課へ提出してください。

持参 開庁日（土曜日、日曜日及び祝日を除いた日）の午前８時30分から午後５時
15分までに県生活環境課（静岡県庁西館６階）に持参

郵送 〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６静岡県生活環境課　宛て郵送
ＦＡＸ 県生活環境課のＦＡＸ番号（054-221-3665）宛て送信
電子

メール
件名を「事後調査報告書に対する意見について」として、県生活環境課メー
ルアドレス(seikan@pref.shizuoka.lg.jp)宛て送信

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/assessetc/1002649/1017973.html
mailto:seikan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/16

タイトル 第９回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会
議の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

第９回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議が開催されます。

本県からは、平木副知事がオブザーバーとして会議に参加します。

１　日　時

　　令和８年２月１８日（水）午後１時００分から午後２時１５分まで

２　場　所

　　中央合同庁舎３号館４階 幹部会議室（WEB併用開催） 

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２丁目１－３

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員７名（本県の生物多様性部会専門部会委員１名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、農林水

　　産省、経済産業省、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　取材等

　・報道関係者を対象に冒頭のみ撮影可能です。（ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可）

　　 冒頭以降 の 議事 に 関 しては 、ＷＥＢ 配信 にて 傍聴可能 です 。

　・取材希望の方は、１２時４５分までに中央合同庁舎３号館４階エレベーター

　　ホールにお越しください。

　・会議終了後、以下のとおり、記者ブリーフィングが行われます。記者ブリー

　　フィングから参加を希望される場合は、会議終了までにお集まりください。

　　開始時間：会議終了次第

　　場　　所：中央合同庁舎３号館５階 会見室 　

　・記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません 。

　・また、 記者 ブリーフィングにおけるカメラ 撮影 は 「 不可 」とのことです。

　・取材を希望される方は、 ２ 月 １７ 日 （ 火 ） １２ 時 までに、以下のとおりメール

　　にて国土交通省に御連絡ください。

　　件　名：【取材希望】リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議

　　本　文：氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電話番号、メールアドレス）、

　　　　　　随行者氏名

　　　　　　１　会議の冒頭撮影　　　：希望する or 希望しない

　　　　　　２　ブリーフィング参加　：希望する or 希望しない

　　　　　　３　国土交通記者会への所属の有無

　　送付先：hqt-rsyjimukyoku＠ki.mlit.go.jp

６　その他

　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も

　　可能です。

　　　配信用ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/BcbqZS4jHjQ?feature=share＞

　　　予備用ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/i_V-F4jpGIY?feature=share＞

　　※希少種情報等を扱う機微な議論となる場合もあることから、ＷＥＢ配信に

　　　ついてはミュート等の操作を行う場合があるとのことです。 

　・会議資料等は、以下のＵＲＬ（国土交通省ＨＰ）で公開される予定です。

　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html

https://youtube.com/live/BcbqZS4jHjQ?feature=share
https://youtube.com/live/i_V-F4jpGIY?feature=share
https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html


提 供 日 2026/02/16

タイトル 総合防災アプリ「クロスゼロforファミリー」『わ
たしの避難計画』作成機能追加リリースイベント
の開催

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 政策班

TEL 054-221-3596

総合防災アプリ「クロスゼロforファミリー」『わたしの避難計画』
作成機能追加リリースイベントの開催

　静岡県では、早期避難意識を高めるため「わたしの避難計画」の普及に取り組んでいます。
　令和７年10月21日に（株）建設システムと締結した災害時応急対策協定に基づき、この度、無料防災
アプリ「クロスゼロforファミリー」に「わたしの避難計画」作成機能が追加されることから、県内大学生
等にアプリを使って「わたしの避難計画」を作成してもらう、リリースイベントを開催します！！

＜開催概要＞
１　日　　時　令和８年２月19日（木）午後２時から

２　場　　所　静岡県庁別館21階展望ロビー（西側）　

３　参 加 者　県内大学生等

４　実施内容　・総合防災アプリ「クロスゼロforファミリー」の紹介
　　　　　　　・参加者が新機能で「わたしの避難計画」を作成

＜クロスゼロforファミリーとは＞
　（株）建設システムが提供する、家族の安否確認や位置情報の共有、備蓄食料等の管理、ハザードマップや避難所情報の確認ができる総合防災アプ
リ。
　これまでに約３万ダウンロードされている。

＜イメージ＞

＜ダウンロードはこちら＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2026/02/17

タイトル 企業局の不動産鑑定に係る支出に関する住民監査
請求の監査結果

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2927

（要旨）
　　令和７年12月18日に受け付けた「企業局の不動産鑑定に係る支出」に関する住民監査
　請求について、監査を実施した結果、一部を却下、一部を棄却することを決定し、２月
　16日に請求人に通知した。

（概要）
１　件名
　　企業局の不動産鑑定に係る支出に関する住民監査請求

２　請求人

　　浜松市中央区雄踏町宇布見5211-1　星野　光央（ほしの　みつお）

３　監査対象機関

　　静岡県企業局地域整備課

４　請求の要旨
　だれが。（県の執行機関又は職員）：
　　静岡県企業局地域整備課

　いつ、どのような財務会計行為を行ったのか。：
　　(1)　令和５年10月25日　不動産鑑定評価書等の報酬　2,044,900円
　　(2)　令和７年３月14日　時点修正率意見書等の報酬　　440,000円
　　静岡県不動産鑑定協同組合（以下「組合」という。）に支出した。
　　令和７年の支出は、前年度の成果品を前提に行われており、令和５年の支出も例外的
　に対象となるはずである。

　その行為は、どのような理由で違法又は不当なのか。：
　　◎１　業者選定の過程が違法。
　　◎２　組合は、不動産鑑定業者として違法行為を行った。
　　◎３　不動産鑑定業者が毎年行わなければならない事業報告に虚偽を記載しているこ
　　　　とが違法（罰金刑の対象）。
　　◎４　不動産鑑定業を行うことは、定款にも事業目的にも記載がない。
　　　　組合は、商業登記法、民法、中小企業等協同組合法に反し、違法及び不当。
　　◎５　鑑定業者として発行できない鑑定評価書を発行する行為が違法及び不当。
　　　　　組合に所属していない、かつ、ほかの鑑定業者で専任登録されている不動産鑑
　　　　定士に鑑定評価書を作成させ、組合の名で鑑定評価書を発行している。組合は、
　　　　ほかの鑑定業者の専任である不動産鑑定士に再委託しているが、企業局に承諾を
　　　　得ていない。
　　◎６　組合に所属していない不動産鑑定士を、所属していると偽っている行為が、静
　　　　岡県職員を錯誤に陥れた詐欺であり違法及び不当。
　　◎７　組合に所属していない不動産鑑定士を、所属していると偽っている行為が、民
　　　　法第１条第３項の信義則に反し違法及び不当。
　　◎８　契約不履行のまま、成果品を受け取り、報酬を支出した行為が違法及び不当。
　　◎９　鑑定評価書の検収を通じて、契約が全て適正になされていることを確認しなけ
　　　　ればならない職務を、職員が怠ったことが地方公務員法違反。
　　◎10　地方自治法違反であり、上記契約は無効。
　　◎11　静岡県中小企業者の受注機会の増大による地域経済の活性化に関する条例にお
　　　　いて、県が受注機会の増大に努めるものとされている中小企業者は、適法な業者
　　　　のみであるにもかかわらず、企業局は、違法に鑑定業を行っている中小企業者で
　　　　はない組合の受注機会を増大させ、中小企業者ではない組合がある地域の経済を
　　　　活性化させようとしたことが、当該条例に違反している。
　　◎12　事業者等を守り育てる静岡県公契約条例第３条において「公契約は、その締結
　　　　に至る過程における透明性及び競争の公正性が確保されるとともに、談合その他
　　　　の不正行為が排除されたものでなければならない。」と規定されているにもかか
　　　　わらず、企業局が組合と契約したら組合員しか業務を受けられないので組合員以
　　　　外が排除されており、また、同条例第５条において「事業者等は、基本理念にの
　　　　っとり、公契約に基づく債務を履行する者として社会的な責任を有することを認
　　　　識し、法令を遵守するとともに、その債務を適正に履行しなければならない。」
　　　　と規定されているにもかかわらず、組合等が法令を遵守していないことが当該条
　　　　例に違反している。

　その行為により、どのような損害が県に生じているのか。：
　　支出した報酬額全額が損害。

　どのような措置を請求するのか。：
　　(1)　静岡県が、組合に対して、上記報酬額の全額を返還請求すること。
　　(2)　静岡県が、業者選定の過程で、適法に登録された不動産鑑定業者であること、及
　　　 び当該不動産鑑定業者に業務を行う不動産鑑定士が適法に所属していることを必ず
　　　 確認すること。
　　(3)　静岡県が、検収の過程で、適法に登録された不動産鑑定業者によって発行された
　　　 鑑定評価書であること、及び当該不動産鑑定業者に業務を行った不動産鑑定士が適
　　　 法に所属していたことを必ず確認すること。
　　(4)　静岡県が、組合の全ての違法を改めさせること。また、組合が全ての違法を改め
　　　 るまで、二度と組合と契約しないことを明確にすること。
　　(5)　静岡県が、不動産鑑定業者として免許登録している組合に対して、法律に基づ
　　　 き、助言、指導及び勧告をすること。

５　監査結果
　　本件措置請求のうち令和５年度の不動産鑑定評価書等に係る令和５年10月25日の支出
　に関する措置請求については、請求期間の１年を経過しており、その後に請求できる
　「正当な理由」も認められないため地方自治法第242条の所定の要件を欠いていること
  から却下する。



　　令和６年度の時点修正率意見書等に係る令和７年３月14日の支出に関する請求につい
　ては、県には「違法又は不当な公金の支出」は存在しないため、請求人の主張に理由が
　あると認めることはできず、本件措置請求は棄却する。



                                                           監査結果のポイント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１「請求人の主張に理由があると認めることはできない」とした主な判断根拠
 (1) 令和５年度の不動産鑑定評価書等に係る支出に関する請求は所定の要件を欠いて
   いる。
　　  　 令和５年度の不動産鑑定評価書等に係る支出については令和５年10月25日に支出さ
　　れており、本件措置請求を受け付けた令和７年12月18日までに１年を経過している。
　　また、当該行為を知ることができたと解される時から相当な期間内に措置請求をした
　　ものとは言えず、請求人の主張に「正当な理由」を認めることはできない。
 (2) 令和６年度の時点修正率意見書等の作成に係る契約について違法・不当であると
   する理由はない。
         請求人は、組合は以下のような違法行為を行っており、県の契約の相手方として不
   適切であるにもかかわらず、県が組合と契約をしたことが違法であると主張している。

・　請求人は、不動産鑑定業者として組合に不動産鑑定士が50名以上所属しているの
　であれば、組合が県に提出している事業実績等報告書に、所属している不動産鑑定
　士は１名と記載していることが虚偽であり、違法であると主張している。

　　　　しかしながら、組合の組合員である不動産鑑定業者に所属する不動産鑑定士は
　　　57名いるが、これらの不動産鑑定士は、不動産鑑定業者としての組合に所属してい
　　　るわけではない。事業実績等報告書は、不動産の鑑定評価に関する法律（昭和38年
　　　法律第152号）第28条第１号に基づいて提出するものであるところ、事業実績等報
　　　告書に記載する不動産鑑定士の数は、不動産鑑定業者の登録申請書（同法第23条）
　　　に記載された不動産鑑定士の数であり、組合の登録申請書に記載されている不動産
　　　鑑定士は１名であることから、組合が事業実績等報告書に不動産鑑定士を１名と記
　　　載したことは虚偽ではなく、違法又は不当であるとは言えない。
　　・　請求人は、組合が県に提出している事業実績等報告書について、依頼者から受け
　　　取った報酬の全てを記載しなければならないところ、報酬の一部である手数料のみ
　　　を記載していることが虚偽であり、違法であると主張している。
　　　　しかしながら、組合と組合員である不動産鑑定業者双方が、事業実績等報告書に
　　　報酬を計上すると二重計上となることから、平成23年に県が国土交通省と協議した
　　　結果、組合から鑑定評価業務の分配を受けた組合員である不動産鑑定業者が報酬を
　　　計上し、組合はその収入である手数料を計上することとし、組合に対してその計上
　　　方法を伝えている。組合は、県の指導により手数料のみを記載していることから、
　　　組合が事業実績等報告書に報酬の一部である手数料のみを記載していることは虚偽
　　　ではなく、違法又は不当であるとは言えない。

　　　　　・  請求人は、組合が不動産鑑定業を行うことは、定款にも事業目的にも記載がない
　　　　　　ため違法であると主張している。

　　　　しかしながら、組合は中小企業等協同組合法（昭和24年法律第181号）第３条第１
　　　号に規定された事業協同組合であるところ、事業協同組合とは、組合員の経営の近
　　　代化・合理化・経済活動の機会の確保のために組合員の事業を支える「共同事業」
　　　を行う団体であり、組合は、当該「共同事業」の１つとして、組合員のために不動
　　　産鑑定評価の共同受注を行っているが、不動産鑑定評価を独自に行うことはない。
　　　そして、共同受注とは、組合が注文を受け、組合員が仕事を行い、組合が成果品を
　　　納品する事業であるとされており、組合は、発注元から不動産鑑定評価の共同受注
　　　を行い、組合員に不動産鑑定評価業務を割り当て、結果を取りまとめ、不動産鑑定
　　　評価書を発行して発注元に納品しているにすぎない。組合が行うことができる事業
　　　は、定款第７条第１項に規定されており、同項第１号において「組合員のために行
　　　う不動産鑑定評価及び固定資産評価の共同受注」、同項第５号において「前各号の
　　　事業に附帯する事業」と規定されているところ、組合が行っている組合員への割当
　　　て、取りまとめ、不動産鑑定評価書の発行及び納品は同項第１号又は第５号に含ま
　　　れるという組合等の説明は理解することができる。したがって、組合が不動産鑑定
　　　評価の共同受注を行い、それに伴って不動産鑑定評価書を発行することは、定款に
　　　規定されていない事業とはいえず、違法又は不当であるとは言えない。
    ・　請求人は、その他種々主張するが、いずれも本件請求に関する県と組合との契約
　　　が違法又は不当との理由になるものではなく、上記判断を左右するものではない。

　　　    したがって、組合が違法行為を行っているとは認められず、県と組合が結んだ当該
　　　　契約が違法又は不当であるとは言えない。

      以上のことから、当該契約について違法又は不当であるとする理由はない。
 (3) 時点修正率意見書等について違法・不当であるとする理由はない。

          ・　請求人は、組合が、組合に所属している不動産鑑定士ではなく、他の不動産鑑定
　　　　　　業者の専任である不動産鑑定士に時点修正率意見書等の作成を委託し、それを組合
　　　　　　の名で発行していることは違法であるため、契約不履行であると主張している。
              しかしながら、組合は、令和６年度の時点修正率意見書等の作成を上記のとおり
            共同受注して、組合員に時点修正業務を割り当てており、組合員である他の不動産
            鑑定業者の専任である不動産鑑定士が時点修正業務を行っている。そして、不動産
　　　　　　鑑定業者（国土交通大臣登録）の登録等手続Ｑ＆Ａ（国土交通省ホームページ）に
　　　　　　よると、専任の不動産鑑定士は、その事務所に常に在籍、常勤して、専らその事務
　　　　　　所の不動産の鑑定評価業務に自ら実地に従事することが必要であり、通常、専任の
　　　　　　不動産鑑定士は他の不動産鑑定業者に所属することはないが、他の事務所での鑑定
　　　　　　評価業務が全て禁止されているわけではないものとされていることから、組合員で
　　　　　　ある他の不動産鑑定業者の専任である不動産鑑定士が時点修正業務を行うことは禁
　　　　　　止されているわけではない。また、他の事務所において鑑定評価業務を行った際
　　　　　　に、不動産鑑定評価書に不動産鑑定業者名をどのように記載するかについて規定さ
　　　　　　れたものはないことから、当該時点修正率意見書等を組合が発行するものとして１
　　　　　　頁目に組合名を記載するとともに、時点修正業務を行った不動産鑑定士名を記載し
　　　　　　たことをもって、当該時点修正率意見書等が違法又は不当であるとは言えない。

        したがって、組合が共同受注した令和６年度の時点修正率意見書等の作成を、組
　　　合員である他の不動産鑑定業者の専任の不動産鑑定士に割り当て、作成された当該
　　　時点修正率意見書等を組合の名で発行していることは、違法又は不当であるとは言
　　　えない。

          ・  請求人は、組合が県から依頼を受けた不動産鑑定を他の不動産鑑定業者の専任の
　　　　　　不動産鑑定士に再委託しているが、県に承諾を得ていないことが違法であると主張
　　　　　　している。
　　　      　しかしながら、上記のとおり、組合は共同受注した令和６年度の時点修正率意見
　　　　　　書等の作成を組合の内部の者である組合員に割り当てたにすぎず、組合から組合の
　　　　　　外部の者へ再委託しているものではないと県が判断して、時点修正率意見書等を受
　　　　　　け取ったことは、違法又は不当であるとは言えない。
            以上のことから、当該時点修正率意見書等について違法又は不当であるとする理由
          はない。

 (4) 不動産鑑定業者の選定過程について違法・不当であるとする理由はない。
          ・　請求人は、静岡県中小企業者の受注機会の増大による地域経済の活性化に関する
            条例（平成26年３月28日静岡県条例第65号）において、県が受注機会の増大に努め
            るものとされている中小企業者は、適法な中小企業者のみであるにもかかわらず、
            企業局は、違法に不動産鑑定業を行っている中小企業者ではない組合の受注機会を
            増大させ、中小企業者ではない組合がある地域の経済を活性化させようとしたこと



            が当該条例に違反していると主張している。
              しかしながら、上記(2)に記載したとおり、組合が違法行為を行っているとは認
            められない。また、当該条例において、県は中小企業者の受注機会の増大に努める
            ものとすると規定されているが、発注において中小企業者の受注機会の増大に配慮
            することという趣旨であり、中小企業者以外を全面的に排除するという趣旨ではな
            く、また、特定の地域の中小企業者への発注を義務付けるものではない。
              なお、組合は共同受注により実質的に組合員である中小企業者の受注につなげて
            いる。こうした趣旨からすると、組合に不動産鑑定評価を発注したことをもって、
            当該条例に違反し違法又は不当であるとは言えない。
　　　　　・　請求人は、事業者等を守り育てる静岡県公契約条例（令和３年３月26日静岡県条
            例第25号）第３条において「公契約は、その締結に至る過程における透明性及び競
            争の公正性が確保されるとともに、談合その他の不正行為が排除されたものでなけ
            ればならない。」と規定されているにもかかわらず、企業局が組合と契約したら組
            合員しか業務を受けられないので組合員以外が排除されており、また、同条例第５
            条において「事業者等は、基本理念にのっとり、公契約に基づく債務を履行する者
            として社会的な責任を有することを認識し、法令を遵守するとともに、その債務を
            適正に履行しなければならない。」と規定されているにもかかわらず、組合等が法
            令を遵守していないことが当該条例に違反していると主張している。
              しかしながら、監査対象機関は、本件の予定価格が100万円以下であることから、
            地方公営企業法施行令第21条の13第１項第１号及び静岡県企業局会計規程第201条
            の規定に基づき随意契約により契約を行っている。そして、時点修正率意見書等に
            係る報酬は、１地域につき40,000円（税抜き）と規定されているため、時点修正業
            務は価格競争に適しないものであると判断し、本件については組合が適任と判断し
            て単独契約をしている。また、本件は上記(2)に記載したとおり、組合が違法行為
            を行っているとは認められないため、組合に不動産鑑定評価を発注したことをもっ
            て、当該条例に違反し違法又は不当であるとは言えない。
            以上のことから、不動産鑑定業者の選定過程について違法又は不当であるとする理
          由はない。

 (5) 「違法又は不当な公金の支出」は存在しない。
 令和６年度の時点修正率意見書等について違法又は不当と言うことはできず、ま

    た、令和６年度の時点修正率意見書等の発注に係る報酬額及び契約手続についても
    地方公営企業法施行令や静岡県企業局会計規程等に反しているとは認められない。

 加えて、不動産鑑定業者の選定過程についても違法又は不当と言うことはできな
    い。
      したがって、「違法又は不当な公金の支出」は存在しない。

２　結論
　  以上のことから、請求人の主張に理由があると認めることはできない。



提 供 日 2026/02/17

タイトル 令和８年２月定例会の議決結果（２月17日議決
分）

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

　２月17日(火)に開会した令和８年２月定例会において先議されることとなった知事提出議案８件は、同日の本会議においてそれぞれ原案ど
おり可決された。

　
■知事提出議案（８件）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

第52号
令和７年度静岡県一般会計補正予
算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第62号
令和７年度静岡県清水港等港湾整
備事業特別会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第65号
令和７年度静岡県工業用水道事業
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第67号
令和７年度静岡県水道事業会計補
正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第70号
令和７年度静岡県立静岡がんセン
ター事業会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第72号
令和７年度静岡県流域下水道事業
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第74号
静岡県中小企業緊急金融支援基金
条例の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第76号
静岡県公立高等学校教育改革促進
基金条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○



提 供 日 2026/02/17

タイトル 【取材依頼】清水港 西部地区貿易懇談会を開催し
ます

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 ポートマーケティング推進班

TEL 054-221-3779

「⻄部地区貿易懇談会」を開催します

　清⽔港ポートセールス実⾏委員会（静岡県、静岡市、清⽔港利⽤促進協会）では、清⽔港の利⽤拡大及び定期航路の拡充を推進するため、
県⻄部地域の荷主企業等を対象に「⻄部地区貿易懇談会」を浜松市内で開催します。
　今回のセミナーでは、清⽔港の概要説明のほか、「2026年⽇本経済の展望」をテーマに、東京大学伊藤元重名誉教授より御講演いただきます。
　
１ 開催⽇時
　  令和８年２⽉25⽇(⽔)　17時〜20時

２ 会場
 　 グランドホテル浜松（浜松市中央区東伊場１-３-１）

３ 参加者
　　荷主企業等　450名程度　※参加受付は終了しています

４ 内容
（1）講演会　　17時〜18時30分　

次　第 備　考
主催者挨拶 清⽔港利⽤促進協会会⻑　⼭⽥ 英夫
来賓挨拶・紹介
清⽔港概要説明 清⽔港管理局⻑　杉本　⽂和
講演 演題︓「2026年⽇本経済の展望」

講師︓東京大学名誉教授　　伊藤 元重 ⽒
（2）懇談会　　18時40分〜20時　　　　　

次　第 備　考
主催者挨拶 静岡県知事　鈴⽊ 康友
来賓挨拶 浜松市⻑　中野 祐介
乾杯 静岡市副市⻑　吉⽥ 信博
中締め挨拶 清⽔港利⽤促進協会副会⻑　⼩島 泰樹

  

５　その他
 　・ 取材 を 希望 される 際 は 、 前⽇( ２ ⽉24 ⽇( 火)) までに 以下 へ 御連絡 ください 。
 　　静岡県交通基盤部港湾局港湾振興課
 　　電話︓054-221-3779　　メール︓kouwan̲shinko@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2026/02/17

タイトル 立木補償関係書類の紛失

担　　当 経済産業部 農地局農地整備課、富士農林事務所

連 絡 先 農地整備課、富士農林事務所農地整備課

TEL 054-221-2710､0545-65-2367

１　要旨
　２月12日（木）、富士農林事務所において、工事受注業者との打合せに携行した契約・支払済みの立木補償関係書類（契約者２
名及び富士宮市分）を紛失した。
　同日中に、上記契約者等と面会し、書類の紛失について謝罪した。
　なお、これまでに関係者から被害の情報などは寄せられていない。

２　紛失の概要
（１）紛失した書類（立木補償関係書類（契約者２名（Ａ、Ｂ）及び富士宮市分））
　　・立竹木調査表※（契約者Ａ、富士宮市）　各１部
　　・立木配置図※（契約者Ａ、契約者Ｂ）　各１部
　　　※契約者の氏名、住所、補償対象地の地番が記載

（２）主な経過（２月12日）

日　　時 要　　　　旨

８時45分
工事受注業者との打合せに向かう際に、担当職員（２
名）が、立木補償関係書類を公用車の屋根に載せたま
ま現場に向けて出発

９時20分
担当職員が書類の紛失に気づき、事務所に連絡
※職員が直ちに経路を探索開始

10時～ 事務所から1.3ｋｍほど離れた路上で一部書類を発見

14時～16時 立木補償の契約者等と面会し謝罪

３　再発防止策
・各関係所属に関係規程を周知の上、職員に対して個人情報漏えい防止に関する研修動画を視聴させる。
・「個人情報持ち出し簿」を作成し、資料等の持ち出し時、帰庁時に書類の所在を複数人でチェックすることで、個人情報の適正
な管理を徹底する。
・公用車出張の際は、運行前後の点検を徹底し荷物等の置き忘れを防止する。



提 供 日 2026/02/17

タイトル 【取材依頼】「しずおかリノベーションまちづく
りフォーラム2026」を開催します！
～リノベーションまちづくりの全県展開に向け
て～

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 商業まちづくり班

TEL 054-221-3344

【取材依頼】
３月11日（水）午後１時30分～

「しずおかリノベーションまちづくりフォーラム2026」を
開催します!

～リノベーションまちづくりの全県展開に向けて～

１　要旨
　県は、昨年３月に市町や金融機関、商店街組織、まちづくり団体等が参画するプラットフォーム「しずおかリノベーションまちづくりフォーラム」
を立ち上げ、本年度よりリノベーションまちづくりの全県展開に向け本格的に取り組んでいます。
　このたび、各地域における取組の発表を通じた今年度の活動報告や、リノベーションまちづくりの実践者による講演やパネルディスカッショ
ンを通じた今後に向けた機運醸成のため、３月11日に「しずおかリノベーションまちづくりフォーラム２０２６」を開催することとしました。

　趣旨を御理解いただき、取材いただけますと幸いです。
　取材を希望される場合は、 ３ 月10 日 （ 火 ） 午後 ５ 時 までに以下問合せ先に御連絡をお願いいたします。

２　開催概要
　　イベント名：しずおかリノベーションまちづくりフォーラム2026
　　  日　 時  ：令和８年３月11日（水）午後１時30分～４時４0分
　　  会 　場  ：グランシップ 11階（〒422-8019 静岡市駿河区東静岡2-3-1）
　　募集人数 ：約300人（市町担当者、まちづくり実践者、商工団体関係者、大学生等）

項 目 内　　容

主催者挨拶 静岡県経済産業部長

県の初年度の取組と成果（静岡県商工業局地域産業課）　
発　表 県内のリノベまちづくりの動きと見えてきたモノ　

（伊東市、裾野市、磐田市）

基調講演
【テーマ】縮退の時代に生き残るための新しいまちづくり実践論
【 登壇 】株式会社ワークヴィジョンズ代表取締役　西村 浩 氏

パネルディスカッション１

【テーマ】どんな人材がまちを変えるのか
【 登壇 】西村 浩 氏（ファシリテーター）
　　　　　合同会社REIVER　鈴木 智博 氏
　　　　　株式会社HACK　髙林 健太 氏

パネルディスカッション２

【テーマ】実践者×支援機関　沼津市の事例に見るサポートの仕方
【 登壇 】西村 浩 氏（ファシリテーター）
　　　　　合同会社REIVER　鈴木 智博 氏
　　　　　沼津市都市計画部まちづくり政策課　臼井 久人 氏

　【参考】リノベーションまちづくりとは
　空き店舗などを再生して、雇用創出やエリア価値の向上などを図り、社会課題を解決していく取組。商店街や地区など、一定エリアで複数
の再生を実施し、まち全体のリノベーションを目指す。

　

３　問合せ先
　　経済産業部地域産業課商業まちづくり班
　　電話：054-221-3344



提 供 日 2026/02/17

タイトル 静岡県「東部・中部・西部」の多彩な美味しさが
勢ぞろい！約130商品がスーパーオギノに集結する
「静岡フェア」開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

静岡県「東部・中部・西部」の多彩な美味しさが勢ぞろい！
約130商品がスーパーオギノに集結する「静岡フェア」開催

（要　旨）

　・ 静岡県では、山梨県との連携事業の一環として、山梨県内での県産品の消費喚起及び販路拡大を目指し、地場スーパー「オギノ」と連携

し、山梨県内外40店舗において、「静岡フェア」を開催します。

　・ 同フェアでは、県産農林水産物や加工品、ご当地グルメ等を販売します。

（概　要）

１「静岡フェア」の開催概要

区　分 内　　　容

開催日 令和８年２月19日（木）から22日（日）までの４日間

開催店舗　
　　

40店舗
山梨県31店舗（山中湖店、春日居店、キャロット南部店、キャロット中富店

を除く全店舗）、長野県４店舗（茅野店、岡谷店、諏訪店、長峰店）、静岡県
５店舗（弓沢店、御殿場店、御殿場富士岡店、沼津インター店、万野原店）

販売品目
（予　定）

食品全般（約130商品）
農　産：いちご、レタス、新玉ねぎ　等
水　産：しらす、かつおたたき刺し身、干物セット、ノリバラ干し　等
畜　産：ウインナー、ハム、ベーコン　等
日　配：黒はんぺん、富士宮焼きそば、浜松餃子、極みぷりん　等
菓　子：うなぎパイ、夢どら、こっこ　等
※販売商品は、予告なく変更となる場合がございます。

（参考) (株)オギノの会社概要

事業内容 山梨県内を中心に店舗を展開する総合小売業

創業・会社設立 天保12年・昭和28年９月

店舗数 47店舗（山梨県35店舗、長野県７店舗、静岡県５店舗）



提 供 日 2026/02/17

タイトル 令和７年度静岡県薬事審議会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2411

令和７年度静岡県薬事審議会を開催します。

（概要）
１　日時
　　令和８年２月25日（水）　午後４時００分から６時００分まで

２　場所
　　クーポール会館　８階　８－Ａ
　　（静岡市葵区紺屋町２－２）

３　議題（予定）
　（１）薬事行政における諸課題について
　　　ア　薬剤師確保の取組
　　　イ　地域連携薬局・専門医療機関連携薬局の認定状況・医薬品医療機器等法改正等
　　　ウ　薬物乱用防止の取組
　　　エ　医薬品品質確保の取組
　（２）第９次静岡県保健医療計画中間見直し（予定）

４　出席者
　静岡県薬事審議会委員
　健康福祉部生活衛生局長
　健康福祉部生活衛生局薬事課長、薬事課技監兼課長代理

５　県民の方の傍聴について
　（１）会議の傍聴を希望される方は、開催時刻までに会場にお越しください。
　（２）会議の傍聴定員は５人とし、先着順で受付します。
　（３）会議の傍聴に当たっては、次の事項を遵守してください。
　　　・静粛に傍聴してください。
　　  ・発言、拍手その他の方法による可否の表明をすることはできません。
　　  ・会場内での飲食、喫煙は御遠慮ください。
　　  ・その他、会議の支障となる行為はできません。
　　  ・以上の規定をお守りいただけない場合は退場していただくことがあります。



提 供 日 2026/02/17

タイトル 令和７年度「愛の援聴週間」啓発事業を実施しま
す（取材依頼）

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-3737

令和７年度「愛の援聴週間」啓発事業を実施します（取材依頼）

静岡県では、３月３日（耳の日）から９日までを「愛の援聴週間」と定めており、聴覚に障害のある人に対する理解を深めるため
啓発活動を実施しています。
今年度の「愛の援聴週間」では、聴覚に障害のある人を講師に迎え、以下のとおり開催します。

１　日時
　(1) 令和８年２月24日（火）午前10:30～11:30
　(2) 令和８年２月25日（水）午前11:00～12:00
　　
２　会場
　(1) 焼津警察署３階講堂（焼津市道原723）
　(2) 島田警察署３階講堂（島田市向谷元町1212）

３　対象者
　　各警察署警察官及び警察職員

４　内容
　　ろう者による講話、手話実技講座

５　その他
　　「愛の援聴週間」を啓発するため、２月16日から３月９日まで、県庁本館正面入口に啓発用看板を掲出します。 

６　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課身体障害福祉班
　　電話番号：054-221-3737
　　FAX番号 ：054-221-3267
　　E-mail：shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/17

タイトル こどもの居場所一覧表に係る個人情報の漏えいに
ついて

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

１　要旨
　　県では、登録に同意のあった県内のこどもの居場所について一覧表を作成し、名称や所在地のほか、連絡先となる運営者の氏
名、住所、電話番号、メールアドレス等を県のホームページで公開しているところ、今般、一覧表の更新に際し、公開に同意を得
ていない運営者の氏名等について伏せ字処理していない一覧表を公開していたことが判明した。

　なお、事案判明後直ちに、誤って公開されていた個人情報が閲覧できないよう措置を講じるとともに、２月６日（金）まで
に関係者に謝罪を行った。
　　これまでに関係者から被害の情報などは寄せられていない。

２　経緯及び対応

１月27日
（火）
午後４時頃

こどもの居場所一覧表について、新
たに開設や休止等となった情報を反
映した最新の一覧表を県のホーム
ページに更新

１月29日
（木）
午前９時頃

管内の市からこども家庭課に「県の
ホームページで公開されているこど
もの居場所一覧表について、公表不
可等と記載された一覧表が公開され
ている。」との電話連絡を受け事案
が判明

事案判明後、こども
家庭課において、直
ちに該当ホームペー
ジに掲載した一覧表
の削除を行うととも
に、速やかに居場所
運営者に対して電
話、メール、郵送の
方法により謝罪を
行った。

３　発生原因
　　県ホームページのこどもの居場所一覧表の更新に際して、公開に同意を得られていない運営者の氏名等を伏せ字処理した公開
用のデータを掲載すべきところ、誤って伏せ字処理していない作業用のデータを掲載した。

４　漏えいした個人情報の内容と人数
　・内容：氏名、住所、電話番号、メールアドレス
　・人数：84人

５　再発防止策
・県のホームページのデータ更新について、複数による確認を徹底する。
・作業用ファイルには、パスワードをかけて管理する。　

６　こどもの居場所一覧表について
　　こどもの居場所一覧表とは、県内で活動している民間団体又は個人が実施しているこども食堂、学習支援、遊び場の提供等に
ついて、実態調査を行い一覧にまとめ、県民向けに公開しているもの



提 供 日 2026/02/17

タイトル 「３Ｄデータでみる伊豆の仏像」講演会を開
催！～上原美術館×静岡県の特別講演会～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化財課

連 絡 先 文化財活用班

TEL 054-221-3156

「３Ｄデータでみる伊豆の仏像」講演会を開催！
～上原美術館×静岡県の特別講演会～

文化財の３Ｄ化を進めている県と、開館以来40年以上、伊豆の仏像を調査してきた上原美術館（下田市）がコラボし、「３Ｄデータでみる伊
豆の仏像」をテーマに特別講演会を開催します。３Ｄだからわかる仏像彫刻の魅力を丁寧に解説していきます。

１　開催概要
項目 内　容

日　時 令和８年２月22日（日）　13時30分～15時30分
　　　　　　　　　　　　（開場時間：12時30分）

会　場 韮山文化センター（韮山時代劇場）　大ホール
（伊豆の国市四日町772）

講　師 田島 整 氏 上原美術館上席学芸員
島口 直弥 氏 浜松市美術館学芸員
久保 沙里菜 氏 仏像を大好きアナウンサー
田村 隆太郎 静岡県スポーツ・文化観光部文化財課

内　容 「LEGA-SHIZU×３Ｄ」の３Ｄを使って、伊豆の仏像をメインに静岡県内
の仏像の魅力や特徴などを紹介、解説するトークイベント

申　込 無料・予約不要（定員400名で先着順）
主　催 公益財団法人 上原美術館

静岡県

２　取材受付
　当日の取材を希望される場合は、公益財団法人 上原美術館（下記問合せ先参照）まで御連絡ください。

３　問合せ先　公益財団法人 上原美術館（下田市宇土金341）　0558-28-1228

４　その他
県では、先端技術の３次元データ（３Ｄ）により、保存上公開制約もある文化財の価値や魅力を発信するほか、国・県指定文化財の彫刻で

ある仏像を選定して高精度３Ｄ計測・公開するなど、文化財の３Ｄアーカイブ化を進めています。



提 供 日 2026/02/17

タイトル プロ野球オープン戦の草薙球場開催に向け、主催
者（楽天・テレビ静岡）が知事を表敬訪問しま
す！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 スポーツコミッション班

TEL 054-221-2838

プロ野球オープン戦の草薙球場開催に向け、
主催者（楽天・テレビ静岡）が知事を表敬訪問します！

　令和８年３月４日（水）～12日（木）にかけて草薙球場で開催する東北楽天ゴールデンイーグルス主催のプロ野球オープン戦に
先立ち、主催者である(株)楽天野球団及び(株)テレビ静岡の関係者が知事を表敬訪問します。

【表敬概要】

１　日時
　　令和８年２月19日（木）11:30～11:50

２　場所
　　県庁東館５階　知事室

３　来訪者（敬称略）
　　(株)楽天野球団
　　・岡田　朋城（おかだ　ともき）　　コーポレート本部本部長
　　・山縣　大介（やまがた　だいすけ）コーポレート本部スタジアム部部長
　　・西川　大治（にしかわ　だいじ）　コーポレート本部スタジアム部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボールパークオペレーショングループ
　　(株)テレビ静岡
　　・横山　英訓（よこやま　ひでのり）取締役（事業局担当）
　　・矢作　武寛（やはぎ　たけひろ）　事業局長
　　・古谷　ゆかり（ふるや　ゆかり）　事業局事業部部長職

４　内容
（１）あいさつ
（２）歓談
（３）写真撮影



提 供 日 2026/02/17

タイトル 静岡SOIP交流イベントSports Meetup Night in  沼
津の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 スポーツ政策課

TEL 054-221-2504

静岡SOIP交流イベント「Sports Meetup Night in 沼津」を開催︕

１ 要 旨
 静岡SOIPでは、スポーツを核としたオープンイノベーションの機運醸成を⽬的に、1⽉に⻄部、2⽉に東部、3⽉に中部で地域交流イベン
トを実施しています。
 ２回⽬の今回は、静岡県東部のプロスポーツチームであり、スタートアップ企業との共創を積極的に進める東レアローズ静岡と、共創パー
トナーのスタートアップが登壇します。共創のメリットや共創を進める上での難しいポイントなどをお話しいただく予定です︕ 
 ご関心のある企業・団体の皆様、是非御参加ください。
２ 概 要

区　分 内　容

開催日時 令和8年2月24日（火）　18時00分～20時30分

場　　　所 ぬましんCOMPASＳ　NUMAZU　 （沼津市高島町15－5　３階　ワークショップスタジオ「BUZZ」）

プログラム

〇開会挨拶

〇ピッチイベント

　＜登壇者＞

　・東レアローズ静岡　・(株)Otono　・(株)GATARI

〇トークセッション

　「スポーツチーム×スタートアップの共創」

　＜登壇者＞

・東レアローズ静岡 渡辺慎太郎氏

・(株)Otono 青木　真咲氏

・(株)GATARI 伊藤　文人氏

・静岡SOIPマッチングコーディネーター 田上　悦史氏

〇お知らせ

〇交流会

参加申込
https://peatix.com/event/4819324/view
※申込期限：２月20日（金）17時

※取材希望の場合は、２⽉20⽇（⾦）17時までに担当課まで御連絡ください。

３ 静岡SOIPについて
スポーツ分野におけるオープンイノベーションを促進するため、プロスポーツチーム、企業、スタートアップ、⾦融機関、競技団体、⼤

学、自治体等、様々なプレイヤーを結ぶネットワークとして、Shizuoka スポーツ・オープン・イノベーション・プラットフォーム（静岡
SOIP）を設置しました。静岡SOIPを核としてスポーツ×他産業による新規事業の創出により、会員の皆様とともに地域と経済の活性化に向
けて取り組んでまいります。

https://peatix.com/event/4819324/view


提 供 日 2026/02/17

タイトル ジャパン・マウンテンバイク・カップ2026開催記
念イベントを実施します！
～レースの世界に飛び込める、特別な１日～

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 スポーツ・文化観光部　スポーツ政策課

TEL 054-221-3191

ジャパン・マウンテンバイク・カップ2026開催記念イベントを実施します︕
〜レースの世界に⾶び込める、特別な１⽇〜

１　概要
　2026年３⽉20⽇（⾦）〜22⽇（⽇）にかけて、⽇本サイクルスポーツセンター伊⾖マウンテンバイクコース（静岡県伊⾖市大野1826番地）にて、マウンテ
ンバイクの国際大会「スルガ銀⾏ presents ジャパン・マウンテンバイク・カップ2026」を開催します︕
　開催１ヶ⽉前の機運醸成として、⾃転⾞競技の魅⼒を幅広い世代に発信するイベントをサントムーン柿⽥川で実施します。

２　内容
項　目 内　容

⽇　　時 令和８年2⽉21⽇（⼟）10:00〜15:00

場　　所 サントムーン柿⽥川　本館１Fセントラルコート
（静岡県駿東郡清⽔町玉川61番地2）

　

　
  内　　容

【注⽬１】　シンクロアスリート®による迫⼒満点の⾃転⾞競技体験　　　
※シンクロアスリート®は、独⽴⾏政法人国⽴⾼等専⾨学校機構の登録商標です。

【注⽬２】　誠恵高校（沼津）の生徒によるコーヒー試飲会
・ご試飲いただいた来場者の皆様の声を反映し、ジャパン・マウンテンバイク・カップ 2026大会当⽇に焙
煎するコーヒーを決定︕

【注⽬３】　静岡県イメージキャラクター ふじっぴーの塗り絵イベント
・マウンテンバイクに乗ったふじっぴーの塗り絵イベントを実施

参 加 費 無料

３　シンクロアスリートについて

・シンクロアスリートとは、アスリートと一体化（シンクロ）し⾃分⾃⾝が競技者として参加しているかのような「臨場感あふれる映像・⾳声・動き」を体感できる、次世
代型のスポーツ観戦システムです。

・株式会社ハイスペック（所在地︓静岡県三島市⻑伏126-3⼩林ビル１F）がシンクロアスリートの管理・運営をしています。

・今回のイベント開催のために、HPCJC（※）撮影協⼒のもと、世界で活躍する⾃転⾞トラック競技選⼿の練習⾵景を撮影しました。また、ジャパン・マウンテンバ
イク・カップ2026でも使⽤する伊⾖マウンテンバイクコースの撮影も⾏い、イベント当⽇はトラック競技及びマウンテンバイク競技をシンクロアスリートで体験することがで
きます。
※HPCJCとは︓「High Performance Center of Japan Cycling」の略。⽇本⾃転⾞競技連盟(JCF)強化指定選⼿のトレーニングセンターとして、世界選⼿権やオリンピックメダルの獲得を目指
してアスリートを強化、育成する組織

【シンクロアスリート　イメージ】

　　　　

４　取材について



　申込み不要です。当⽇は県担当者の指⽰に従い取材対応してください。



提 供 日 2026/02/17

タイトル 産業廃棄物処理業許可の取消し

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 産業廃棄物班

TEL 054-221-2423

産業廃棄物処理業者に対し産業廃棄物収集運搬業許可の取消処分を行いました。

１　処分を受けた者
所在地　静岡県浜松市中央区坪井町4533番地
名　称　石井商事株式会社

２　処分内容
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）第14条の３の２第１項に基づき、産業廃棄物収集運搬

業許可を取り消す。

３　処分年月日
　　令和８年２月17日

４　処分理由
　　石井商事株式会社は、令和８年１月16日に静岡地方裁判所浜松支部において破産手続開始の決定を受けた。
　　これにより、同社は、法第14条第５項第２号イに規定する欠格要件に該当するに至ったため。



提 供 日 2026/02/17

タイトル 静岡県海外技術研修員(中国)の修了式を
開催します

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-2572

～静岡県海外技術研修員(中国)の修了式を開催します～

<要旨>
中国からの技術研修員受入事業の修了に当たり、研修員３人への修了証書の授与及び

研修員受入機関への感謝状の贈呈を行います。

＜概要＞
１ 日　時：令和８年２月25日（水）11時00分から11時30分まで

２ 会　場：県庁別館９階　特別第２会議室

３ 内　容
　・県側挨拶（多文化共生推進官兼企画部理事）
　・研修員への修了証書授与
　・感謝状贈呈
　・研修員からの謝辞
　・記念撮影

４ 研修員
N
o 氏名（よみがな）

性
別

研修
分野 研修先 派遣元（所属）

静岡県健康福祉部

静岡県立総合病院

静岡県立こども病院
１ 雷　小菊

（らい・こぎく）
女 医療

浜松市リハビリテーション病院

浙江省人民医院

静岡県健康福祉部
２

王　壮飛
（おう・そうひ） 男

行政・
交流 静岡県日中友好協議会

浙江省衛生健康
委員会

一般財団法人静岡経済研究所
３

唐　潔
（とう・けつ） 女 経済

静岡県立大学グローバル地域センター
中国商務部国際貿易
経済合作研究院

５ 対応者：横地多文化共生推進官兼企画部理事、研修員受入機関関係者　ほか

（参　考）
　本県では、昭和56年度から、人材育成を通じての国際協力を行うと共に、相互の
国際理解を促進するため、浙江省人民政府及び中国商務部国際貿易経済合作研究院
から研修員を招聘し、県内関係機関、民間企業における研修を実施している。
　本年度の３名を含め、計285名の研修員を受け入れている。



提 供 日 2026/02/18

タイトル 県議会広報委員会の開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 議会事務局 政策調査課

TEL 054-221-3483

令和７年度第２回静岡県議会広報委員会を下記のとおり開催します。（取材案内）

■　日　　時　令和８年２月25日（水）本会議散会後

■　場　　所　４０３会議室（県庁本館４階）

■　協議・報告事項
　　　　　　　１　県議会だより「写真コンクール」入賞作品の選考
　　　　　　　２　県議会だより「題字コンクール」入賞作品の選考
　　　　　　　３　令和７年度 広報実施状況
　　　　　　　４  令和８年度 広報実施計画（案）

（参考）
【広報委員会の概要】
　・県議会の広報に関する協議又は調整を行うことを目的として設置
　・構成員：６人

氏　　　名 会　派　等
委 員 長 　竹　内　良　訓 　　議長
副委員長 　中　田　次　城 　　副議長

　鳥　澤　由　克 　　議会運営委員会委員長
　飯　田　末　夫 　　自民改革会議
　鈴　木　唯記子 　　ふじのくに県民クラブ

委　　員

　山　本　彰　彦     公明党静岡県議団

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2026/02/18

タイトル 静岡市葵区日向地区の不適切盛土の対応（追加対
策工事）

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 河川砂防局砂防課

TEL 054-221-3382

静岡市葵区日向地区の不適切盛土の対応（追加対策工事）について

要　旨

　静岡市葵区日向地区の不適切盛土については、令和８年３月までの
完了を目指して工事を進めています。工事完了後に継続して次期出水期まで地下水位の観測等を実施し、盛土
の安定性を確認する必要が生じたことから、令和７年11月の第２回盛土対策会議で代執行終了期限を令和８年
12月25日まで延伸することを報告しています。
　今回、盛土の安定化工事の工事期限を延伸します。

追加対策工事概要

　現状において、地下水を排水する横ボーリング工を施工した後も、
地下水位が高い状況が続いています。これを受け、有識者による現地調査を行った結果、現在施工中の工事に
切土・盛土による安定化工事を追加することが必要との助言をいただきました。これに伴い、工事期限を約
３ヶ月延伸し、令和８年６月末に変更します。

今後の予定

　今回の変更については、次回開催予定の令和８年度第１回盛土対策
会議において経過を報告します。



提 供 日 2026/02/18

タイトル 「第12回三保松原景観改善技術フォローアップ会
議」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

「第12回三保松原景観改善技術フォローアップ会議」を開催します
～清水海岸三保地区の景観改善と海岸保全の両立のための検討を行います～

清水海岸三保地区における景観改善と海岸保全の両立にむけモニタリング結果の報告や今後の施設整備のフォローアップを行うた
め、「第12回三保松原景観改善技術フォローアップ会議」を開催します。

１　日時　令和８年２月19日（木）午後２時から午後３時30分まで

２　場所　静岡総合庁舎７階第８会議室（静岡市駿河区有明町２番20号）
　　　　　（ＷＥＢ及び対面形式の併用）

３　内容　〈報告事項〉
　　　　　　（1）令和７年度のモニタリング結果
　　　　　　（2）事業実施状況　等
　　　　　〈検討事項〉
　　　　　　（1）２号新堤（北）の整備に関する検討
　　　　　　（2）２号消波堤のブロック撤去について

４　傍聴・取材
　　本会議は公開で行います。
　　傍聴・取材を希望される方は、当日会場にて午後１時30分から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。

５　委員構成（敬称略）
氏名 分野 所属・役職

◎佐藤　愼司 学識（海岸） 高知工科大学教授
　宇多　高明 学識（海岸） 日本大学客員教授
　岡田　智秀 学識（海岸景観） 日本大学理工学部教授
　篠原　修 学識（景観） 東京大学名誉教授

　高畑　栄治 行政（国） 国土交通省中部地方整備局河川部長
　平澤　毅 行政（国） 文化庁文化財第二課主任文化財調査官

　吉田　信博 行政（市） 静岡市副市長
◎：座長

６　参考「三保松原景観改善技術フォローアップ会議」について）
世界文化遺産「富士山」の構成資産にふさわしい、景観と背後地の防護を両立する海岸づくりに資することを目的に設立した「三保

松原白砂青松保全技術会議」の後継組織として、平成27年４月に設立。消波堤の代替施設の設計や施工に係る景観検討やモニタリ
ング計画、実施について検討し、段階に応じた的確なフォローアップを行っている。



提 供 日 2026/02/18

タイトル 静岡県立工科短期大学校 静岡キャンパス「総合製
作実習発表会」の開催

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 工科短期大学校　教務課

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス「総合製作実習発表会」の開催

～第４期生の２年間の集大成をご覧ください！～

　令和３年４月に開校した静岡県立工科短期大学校の第４期生が、２年間の授業で習得した専門分野での知識・技術の総まとめとして、自らが課題を設
定して企画、設計、製作までを行う「総合製作実習」の成果を発表します。

１　開催日時　令和８年２月27日（金）　10：00 ～

２　開催場所　静岡県立工科短期大学校（静岡市清水区楠１６０番地）　

３　発表会スケジュール

　第１部　代表者発表会（各科の代表者が発表）
　・10:00～10:05    開会・校長挨拶
　・10:05～10:25　　電気技術科　「模擬年次点検のマニュアル作成」
  ・10:25～10:45　　建築設備科　「防災井戸の製作」
　・10:45～11:45　　機械・制御技術科　「Rescue Race using Drone at SCoT Shizuoka-C.」
                           ※ドローンを搭載した車両ロボットが災害被災地を想定したコースで救助地
                             点まで走行し、到着後はドローンでスタート地点まで戻る時間を競うロボッ
 　　　　　　　　　　　　　 ト競技会です。 
                         　・競技要領説明
                           ・各チームの機体特徴説明
  ・11:45～12:00　　講評・閉会

第２部　科別発表会（各科に分かれて実施）
　・13:10～15:50    機械・制御技術科 　競技会、勝因/敗因分析、考察発表
　・13:10～15:00　  電気技術科　「高圧受電設備のマニュアル作成」など５組の発表
　・13:10～15:20　　建築設備科　「バリアフリートイレの設計＆施工」など６組の発表

４　問合せ先
　　　静岡県立工科短期大学校  教務課　　
　　　電話：054-345-2033　FAX：054-345-2921



提 供 日 2026/02/18

タイトル しずおかアトツギ未来創造フォーラム～静岡から
始まる新たな挑戦～

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-2526

「しずおかアトツギ未来創造フォーラム」３月１８日（水）開催

静岡県では、後継者等の第二創業の担い手が自社の経営資源を見つめ直し、事業の可能性を構想から実現まで一貫して磨き上
げるなど、新たな挑戦を始めるための環境づくりを推進するために「しずおかアトツギ未来創造フォーラム」を開催します。

当日は、静岡県立大学経営情報学部教授　落合 康裕　氏による基調講演を開催するとともに、事業承継をきっかけに新たな成
長を遂げている企業のアトツギ経営者を招き、パネルディスカッション形式で、挑戦の経緯や成功の秘訣などを伺います。 

○フォーラム開催概要

１　イベント名：しずおかアトツギ未来創造フォーラム 

２　日時：令和８年３月１８日（水）１６時００分～１９時００分 

３　会場：クーポール会館５階５ーＡ（静岡市葵区紺屋町２－２） 

４　定員：先着１００名 

５　参加費：無料 

６　申込み：３月１３日（金）までにＵＲＬまたはＱＲコードから申込み
　　　　　　https://forms.office.com/e/bsnxL3cUih

　　　　　　

○フォーラム概要

第１部 １　静岡県の事業承継施策説明　

２　基調講演
　「第二創業をになう承継企業家：承継は革新のチャンス」
　　静岡県立大学経営情報学部教授　落合　康裕　氏

３　パネルディスカッション１
　「事業承継を契機にした新たな挑戦」
　・加和太建設株式会社　代表取締役　河田　亮一　氏
　・株式会社エコム　　　代表取締役　髙梨　智志　氏
　・フジ物産株式会社　　代表取締役　山﨑　伊佐子　氏
　・静岡県副知事　　　　平木　省

４　パネルディスカッション２
　「成長のための経営者コミュニティの重要性」
　・静岡県立大学経営情報学部教授　落合　康裕　氏
　・株式会社ヤマザキ　代表取締役　山崎　朝彦　氏
　・株式会社竹屋旅館　代表取締役　竹内　佑騎　氏
　・静岡県副知事　　　　　　　　　平木　省

第２部 ５　交流会（名刺交換会）

○「しずおかアトツギ未来創造フォーラム」チラシ

https://forms.office.com/e/bsnxL3cUih


 　　 



提 供 日 2026/02/18

タイトル 学生が主体となって作成した企業情報誌
「Shizuoka Job Palette vol .3」が完成しまし
た！

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 雇用対策班

TEL 054-221-2573

学生が主体となって作成した企業情報誌
「Shizuoka Job Palette vol.3」が完成しました！

１　概要
　　県では、県内企業の魅力を学生の視点で紹介した企業情報誌「Shizuoka Job Palette」を発行しています。

この冊子は、県内外の大学生等が、事前勉強会を実施した上で、県内企業10社を訪問し、取材・執筆作業を行い、作成しています。
このたび、「Shizuoka Job Palette vol.3」が完成しました。これにあわせて、完成報告会も実施します。本情報誌はこれで最終刊となりま

す。
冊子はオンラインで公開していますので、是非御覧ください。
また、完成報告会を実施しますので、取材いただける場合は当日に会場へお越しください。

２　内容

タイトル 「Shizuoka Job Palette vol.3」（デジタルブック）

内　　　容 ・県内企業等10社のＰＲポイントや若手社員へのインタビュー記事な
どを掲載

閲　　　覧

・県の「静岡県地域企業情報誌」ホームページ
　https://www.koyou.pref.shizuoka.jp/jobpalette/

【表紙デザイン】

３　完成報告会

日　　　時 2026年２月24日（火）14：00～15：00

会　　　場 静岡県庁別館２階　第１会議室Ａ（静岡市葵区追手町9-6）

参　加　者 ・学生（対面参加）
・冊子に掲載されている企業の担当者（オンライン又は対面参加）

内　　　容 担当企業ごとの完成紙面報告・感想発表

https://www.koyou.pref.shizuoka.jp/jobpalette/


提 供 日 2026/02/18

タイトル しずおかマリッジ
市町と連携した婚活イベントの開催

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
市町と連携した婚活イベントの開催

　「しずおかマリッジ」では、沼津市、富士宮市、御殿場市、小山町と連携し、
今年度６回目の県と市町との連携による婚活イベントを、ウェディングファンタジア（沼津市）で開催します。

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」市町連携出会いイベントVol.６

まるでテーマパークにいるようなウェディングファンタジアで
～市町お薦めのスイーツによるスイーツブッフェパーティー♪～

日時 2026年２月23日（月・祝）
会場 ウェディングファンタジア（沼津市春日町17-5）
内容等
（予定）

13:45　受付開始
14:00　オリエンテーション、自己紹介
14:15　会場内を散策
15:05　個別トーク（スイーツブッフェあり）
16:15　マッチング
16:30　終了

参加者概要 （募集）30歳～40歳前後の会員男女各10人（計20人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=312

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和８年２月20日（金）までに
　　　　　　こども政策課（054-221-2037）に連絡をお願いします。
【当日受付】会場に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、会場の駐車場を御利用ください。
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について
　　　　　　（御協力のお願い）」に沿った取材・報道の実施に御協力ください。

３　イベント開催実績
日程 イベント名 参加者 マッチング

６月21日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.1
苔テラリウムと茶の都ミュージアム散策

男性７名
女性３名

1組

７月12日 しずマリ大型マッチングVol.1
ハートクチュール婚活IN静岡

男性24名
女性23名

12組

７月27日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.２
可睡斎の風鈴祭り散策と風鈴絵付け

男性10名
女性８名

2組

10月13日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.3
楽寿園内の梅御殿で木製ランタン作り

男性９名
女性９名

１組

11月24日 大きな出会いのチャンス、ハートコレク
ション恋活♡IN浜松市

男性22名
女性12名

５組

１月12日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.４
プラザきくるで恋のアクセサリーづくり

男性10名
女性７名

２組

１月31日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.５
駿府城公園散策と紅茶の淹れ方体験

男性９名
女性８名

２組

４　しずおかマリッジ概要（※令和８年１月31日時点）
・県と３５市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が結婚を希望する方を
　支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
8,498件 2,871件 464件 108件

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=312


提 供 日 2026/02/18

タイトル 世界選手権優勝者等への知事顕彰授与式

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　　　　　　　　　世界選手権優勝者等への知事顕彰授与式

　2025（令和7）年度に開催された国内外の主要競技大会等で顕著な成績をおさめた
本県ゆかりのアスリートに対し、知事顕彰を授与する。

１　日　時　令和８年３月１０日（火）　10時30分から11時00分
２　会　場　県庁東館５階 知事室
３　次　第　　(1) 開式
　　　　　　　(2) 受彰者紹介
　　　　　　　(3) 知事顕彰状授与
　　　　　　　(4) お祝いの言葉
　　　　　　　(5) 記念撮影
　　　　　　　(6) 閉式
４　受彰者　【本人出席】
　　　　　　　・森川 美和 選手（レスリング世界選手権2025　65kg級　優勝）
　　　　　　　・杉本 智美 選手（2025世界アーチェリー選手権大会　リカーブ女子団体　銀メダル）　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　・山田 琵葉 選手（2025 WDSF世界ユースブレイキン選手権  BGIRL銅メダル）
　　　　　　　・野口　颯 選手（2025 Aloha Classic,Maui-Wave Finals U21 優勝）
　　　　　　【代理出席】
　　　　　　  ・髙橋 海大 選手（レスリング世界選手権2025　グレコローマンスタイル74kg級　優勝）
　　　　　　  ・佐藤 水菜 選手（2025 UCIトラック世界選手権大会　女子ケイリン金メダル、女子スプリント銀メダル）
　　　　　　  ・窪木 一茂 選手（2025 UCIトラック世界選手権大会 男子オムニアム銀メダル）

５　問い合わせ先
             静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ振興課
             競技スポーツ班電話：054-221-3177 FAX：054-221-2980



提 供 日 2026/02/18

タイトル 【取材依頼】静岡県ＸＲ（クロスリアリティ）寄
附講座学生活動プロジェクト成果発表会の開催

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

静岡県XR（クロスリアリティ）寄附講座　　

ＸＲ学生活動プロジェクト成果発表会を開催します

県では、静岡理工科大学グループと連携し、仮想空間分野の人づくりと仕事づくりに取り組んでいます。

このたび、静岡理工科大学グループの学生が、３次元点群データやゲームエンジン等を活用して取り組んできたプロジェクトの成果発表
会を下記のとおり開催します。

日時 令和８年２月25日（水）13時00分～17時45分 

会場 静岡理工科大学グループ　静岡駅前キャンパス　４Ｆホール

（静岡市葵区御幸町20番地Ｍ20ビル：静岡駅徒歩３分）

プログラム 【第１部　ＸＲ教育・技術導入の取組報告】

　・静岡理工科大学

　・静岡産業技術専門学校

【第２部　特別講演】

　講　　師：沼倉正吾 氏

　タイトル：「スタートアップって何だろう？

　　　　　　　～世界の課題をデジタルツインで解決する～」

【第３部　ＸＲ学生活動プロジェクト成果報告】

<発表者>

　・静岡理工科大学大学院

　・静岡理工科大学

　・静岡産業技術専門学校

　・浜松未来総合専門学校

　・静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校

※お申し込み方法やプログラムの詳細は、添付のチラシを御確認ください



提 供 日 2026/02/19

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課　義務教育課　高校教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（趣　旨）
静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

（概　要）
１　懲戒処分(その１)

(1)　処分日    令和８年２月18日（水）
(2)　処分量定    減給10分の１　１月
(3)　所属    中学校(東部)
(4)　職名　　教諭
(5)　年齢    33歳
(6)　性別    男性
(7)　事案概要（交通事犯(人身事故)）
　　　当該教諭は、令和７年７月６日（日）午後２時８分頃、私用で普通乗用自動車を運転し、三島市西本町９番11号先の信号機のある交差点を左折

進行する際に、運転上の注意義務を怠り、青色信号に従って横断歩道を横断中の女性に自車左前部を衝突させ、全治約２か月間を要する傷害
を負わせた。

当該教諭は、令和７年11月21日（金）に三島簡易裁判所から罰金50万円の刑事処分を受け、令和７年12月８日（月）に免許停止60日の行政処
分を受けた。

２　懲戒処分(その２)
(1)　処分日    令和８年２月19日（木）
(2)　処分量定    戒告
(3)　所属    県立高等学校(東部)
(4)　職名　　会計年度任用職員
(5)　年齢    60歳
(6)　性別    男性
(7)　事案概要（交通事犯(人身事故)）
　　　当該職員は、令和７年７月15日（火）午後０時43分頃、私用で普通乗用自動車を運転し、三島市若松町4350番地の７先道路を進行する際に、運

転上の注意義務を怠り、進路前方を横断歩行中の女性に自車右前部を衝突させ、全治約５週間を要する傷害を負わせた。
当該職員は、令和７年９月16日（火）に免許停止30日の行政処分を受け、令和７年11月７日（金）に三島簡易裁判所から罰金15万円の刑事処分

を受けた。

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
教育委員会が一丸となって交通安全意識の徹底などの不祥事防止対策に取り組む中、教職員にこのような交通事犯があったことは、児童生徒、保

護者をはじめ、県民の皆様の学校教育に対する信頼を失わせるものであり、社会的責任は大きく、深くお詫び申し上げます。
県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、交通規則の遵守徹底を改めて促すとともに、具体的、実践的な指

導や研修を通じて、職員全体の一層の綱紀粛正と使命感、倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



提 供 日 2026/02/19

タイトル 令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜の
志願状況等

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班 戸塚優季

TEL 054-221-3114

令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜の志願状況等

県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）において、２月17日から
実施していた令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願受付を、本日
（２月19日正午）締め切りました。
　志願者数等の状況については、県教育委員会高校教育課のホームページに掲載し
ます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html

静岡県教育委員会　

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html


提 供 日 2026/02/19

タイトル 教育行政１ｄａｙ体験プログラムの実施

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 坪井

TEL 054-221-2628

　静岡県では、令和８年度県職員採用試験から教育行政職の試験を実施します。
　令和８年度県職員採用試験において、教育行政職の優秀な人材を確保するため、教育委員会の職場体験を通じて教育行政への理
解を深める学生向けのイベントを実施します。

　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　　時　　令和８年３月４日（水）
　　　　　　　　午前１０時から午後３時４０分（予定）まで

２　場　　所　　静岡県庁
　　　　　　　　（西館７階教育長室、西館４階第１会議室Ｂ、西館８階教育委員
　　　　　　　　会議室）

３　実施方法　　対面及びオンライン

４　内　　容　　教育政策の形成過程を定例会議案を通じて学ぶ体験プログラム
　　　　　　　　（１）若手・中堅職員パネルトーク
　　　　　　　　（２）定例会ワーク（議案考察）
　　　　　　　　（３）教育長とのトークセッション
　　　　　　　　（４）教育委員会定例会の傍聴
　　　　　　　　（５）定例会ワーク（振り返り・個別相談会）

５　参 加 者　　静岡県の教育行政職に興味関心のある大学生及び大学院生
　　　　　　　　（県庁体験２０人、オンライン体験定員なし）

６　取材対応　　すべてのプログラムについて取材可能です。
　　　　　　　　教育長とのトークセッション（午後１時から午後１時２０分まで
　　　　　　　　を予定）の中で写真撮影の時間を設定します。　　　　　　　　
　　　　　　　　個別相談会（午後３時２０分から午後３時３５分までを予定）の
　　　　　　　　中で参加者への取材時間を設定します。
　　　　　　　　取材を希望される場合は、２月２７日の午後４時までに上記連絡
　　　　　　　　先までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/19

タイトル 都田川水系の節水対策（第１報：開始）

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 農業用水：農地計画課、上水道：水道企画課

TEL TEL 054-221-3727､054-221-2166

＜危機管理情報＞

都田川ダム共有財産管理委員会（会長：静岡県経済産業部農林水産統括部長）は、令和８年２月19日（木）現在でダム貯水率が
30％程度となったことを踏まえて、取水制限を次のとおり開始することを決定しました。

２月20日（金）午前９時から、以下の取水制限率により第１段階の取水制限を開始する。
農業用水：10％、上水道：10％

１　今回の取水制限による影響と対応

 取水制限対象市町 の 範囲
農業用水１市　　浜松市（受益面積：樹園地2,429ha）
上水道４市１町　浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町

 農業用水
・柑橘樹園地での防除用水等の需要がありますが、影響は少ない見込みです。
・農業用水の管理を担う土地改良区などを通じて、配水管理の徹底及び節水対応の呼びかけを行います。

 上水道
・都田川のほか、天竜川、太田川から取水し水の安定供給につとめています。
・今後の降雨状況により、受水市町への供給水量が不足する恐れがあることから、改めて市町に対して、市町所有の代替水源の切替えや、
市民への節水の広報を依頼しています。

２　今後の対応
まとまった降雨が見込まれない場合には、河川流況や都田川ダムの貯留の状況を総合的に判断した上で、さらなる節水対策の強化
を協議します。

【参考】
都田川ダムの貯水状況（各日午前８時時点）

貯水量（千m3） 貯水率（％） 平年比（％）有効貯水量
（千m3） ２月１日　⇒　２月19日 ２月１日　⇒　２月19日 ２月１日　⇒　２月19日
4,880   2,243　⇒　1,595   46.0　⇒　32.7 55.4　⇒　 39.4

都田川ダム地点降水量（ダム管理者データ）
降水量 平年降水量 平年比

10月 100mm 184mm  54％
11月   17mm 108mm  16％
12月   49mm   31mm  158％ 
 １月     2mm   20mm   10％
 ２月    26mm   92mm    28％ 

都田川ダム共有財産管理委員会構成団体
団体名 備　考

静岡県企業局 （担当）水道企画課
浜名湖北部用水土地改良区
浜松市産業部 （担当）農地整備課
静岡県経済産業部 事務局

（会長）農林水産統括部長
（担当）農地局農地計画課



提 供 日 2026/02/19

タイトル 令和７年度静岡県救急・災害医療対策協議会を開
催します。

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2350

令和７年度静岡県救急・災害医療対策協議会を開催します。

県では、救急医療体制及び災害医療体制の整備運営について協議するため、静岡県

救急・災害医療対策協議会を設置しています。

今回の協議会では、静岡県保健医療計画における救急医療及び災害時における医療

の進捗状況についての協議等を行います。

１　開催日時

　　令和８年２月26日（木）　午後６時00分～午後７時30分

２　会場

　　県庁別館５階危機管理センター西　（Web併用）

　　※傍聴を希望される場合は、地域医療課までお問合せください。

３　議題

　  第９次静岡県保健医療計画の進捗状況（救急医療・災害時における医療）など

４　協議会の構成

　　会長　髙倉　英博（一般社団法人静岡県医師会　副会長）

　　委員　医療関係者、行政関係者等18名



発 表 日 2026/02/19

タイトル 津波対策推進旬間及び津波避難訓練の実施

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

津波対策推進旬間及び津波避難訓練の実施について
「地震だ、津波だ、すぐ避難！」～少しでも早く、少しでも高く～

１　要旨
　　本県では、東日本大震災が発生した３月11日を含む10日間を「津波対策推進旬
　間」と定め、津波に対する正しい知識の普及を図るとともに、避難場所、避難路
　の点検等による津波避難の実効性の向上を進めてきた。
　　さらに、津波避難訓練を実施し、津波避難の習熟を図るとともに、成果や課題
　を整理し、今後の取組に活かす。

２　津波対策推進旬間
（１）実施日
　　令和８年３月６日（金）～15日（日）
（２）主な重点項目
　ア　早期避難意識と備蓄の徹底

南海トラフ地震臨時情報等の制度に関する正しい知識の習得
緊急避難場所・避難路等を確認し、「わたしの避難計画」等を作成
原則徒歩による避難であることの理解
非常持ち出し品（熱中症対策用品、夜間避難時用の懐中電灯、冬期における寒さ対策用品等も含む）の確認
平時から散歩、ジョギング等の外出時に避難路の確認を行うなど、フェーズフリーの考えを意識した取組の推進
夜間照明や誘導灯等の整備状況の確認

　イ　即時避難の実践・検証
総合防災アプリ「静岡県防災」等を活用した避難時間の計測
計測した避難時間をもとに「わたしの避難計画」等を検証
夜間における津波避難訓練を実施
訓練会場(避難先)での暑さ、寒さへの備えの再確認（非常持ち出し品の確認含む）
中高生・外国人県民への津波避難訓練参加の呼びかけ
訓練を通じた夜間照明や誘導灯等の整備状況の再確認

（３）主な県の取組項目
地震防災センターでは、令和８年３月６日（金）～31日（火）の間、企画展「（仮称）地震だ、津波だ、すぐ避難！」を開催
株式会社建設システムと協力して、令和８年３月１日（日）に静岡市駿河区西島にある津波避難タワー（西島）で実施する津
波避難訓練において、「わたしの避難計画」の作成を促進

３　津波避難訓練
（１）統一実施日

　令和８年３月８日（日）
（２）実施市町　沿岸21市町全て
　ア　統一実施日に実施：16市町
      下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、沼津市、
　　　熱海市、伊東市、富士市、伊豆市、焼津市、吉田町、浜松市、磐田市、
　　　袋井市
　イ　統一実施日以外に実施：４市町
　　　３月１日（日）　　　：静岡市
　　　３月７日（土）夜間　：御前崎市
　　　３月11日（水）夜間　：牧之原市、湖西市

（３）訓練の内容等
　　　別紙１「〈参考〉市町の津波避難訓練計画一覧」のとおり
（４）訓練参加者

令和７年度（見込み） 令和６年度（実績）
　

市町数 参加者数 市町数 参加者数

統一実施日 16市町 約112,200人 12市町  36,583人

その他の日 ４市町  約28,500人 ９市町 108,820人

合計 20市町 約140,700人 21市町 145,403人

　※掛川市は令和７年12月７日の地域防災訓練において津波避難訓練を実施し

　　約2,200人参加



提 供 日 2026/02/20

タイトル 一匹の蝶がつないだ未来　生徒の探究から始まる
「アサギマダラプロジェクト」

担　　当 教育委員会 富士宮北高校

連 絡 先 教頭　齋藤　愛

TEL 0544-27-2533

一匹の蝶がつないだ未来
生徒の探究から始まる「アサギマダラプロジェクト」

富士宮北高等学校では、渡り蝶「アサギマダラ」を校内に呼び込むため、食草のフジバカマを植栽するプロジェクトを開始します。これは一
人の生徒の発案によるもので、彼女は小学校5年生からアサギマダラについての探究を続け、多くの研究者や愛好家と交流を深めてきまし
た。

この活動では、ボランティア生徒を募り、小さな庭「Butterfly Mini Garden（仮称）」の整備を進める予定です。また、富士特別支援学校富士
宮分校の生徒とも連携し、学校を超えた協働で学びと交流を促進します。生徒の自主的な探究心を基盤に、環境意識や地域とのつながりを
深める教育活動を推進していく方針です。

１　日　時
　　 令和８年２月26日（木）畑づくり　　　　　　   午後１時　　  から４時まで
　　 令和８年２月27日（金）フジバカマの植付　午後１時30分から４時まで

２　会　場
　　 静岡県立富士宮北高等学校（富士宮市宮北町230番地）

３　内  容
　　 フジバカマ植栽のための畑づくりと植付

４　参加者
　　 富士宮北高等学校・富士特別支援富士宮分校　有志生徒（７～８人）

５　その他
　　小雨決行、雨天中止

６　問合せ先
    静岡県立富士宮北高等学校
    担　　当　教頭　齋藤　愛
    電話番号　0544-27-2533

　　　メール　fujinomiyakita-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:fujinomiyakita-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2026/02/20

タイトル 「令和７年度　体力アップコンテスト
しずおか」表彰式を開催します

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先

TEL 054-221-3174

「令和７年度　体力アップコンテストしずおか」表彰式を開催します
　
　県教育委員会では、子供の体力向上を目指す取組として、県内全ての小学校を対象に、学級単位で体力づくりに取り組む「体力アップコン
テスト　しずおか」を実施しています。コンテストは体力の向上だけでなく、運動する楽しさや達成感を味わうことで、運動習慣の定着や好まし
い人間関係を育むことを目的としています。
　表彰式には、各部門の上位入賞学級の代表と引率教員が出席します。
　なお、オープニングイベントとして、静岡発アイドルグループ「fishbowl」による歌唱披露があります。また、ダンス部門最優秀校によるダンス披
露も行います!!　

１　日  時
　　令和８年２月25日（水）　午後１時10分から２時35分まで 
２　会　場
　　静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ　中ホール・大地
　　（静岡市駿河区東静岡二丁目3-1）
３　表彰式参加者
　　代表児童と引率教員が約100名。その他児童が約80名、保護者が約20名。

合計約200名参加予定。
　　【内訳】「チャレンジ部門」…５種目の各学年1位及び２位の学級の代表児童
　　　　　　「ダンス部門」…最優秀団体の代表児童
　　　　　　「取組紹介部門」…優秀賞の代表児童
　　　　　　「クラス以外のチャレンジ部門」…５種目の1位の集団の代表児童
　　　　　　「新体力テスト」…優秀校男女上位２校の代表児童

※表彰式出席校一覧（22校）
市町　　　学校名　　　　　　市町　　　　　　学校名　　　　　　市町　　　学校名                 
沼津市　第四小学校　　　　 島田市　　　川根小学校　　　　静岡市　　玉川小中学校
熱海市　泉小学校　　　　　　掛川市　　　原谷小学校　　　　浜松市　　和田小学校　　　　　　　
三島市　西小学校　　　　　　藤枝市　  　瀬戸谷小学校　　　　　　　　　与進小学校

南小学校　　　　　　菊川市　　　横地小学校　　　  　　　　 　　神久呂小学校
　　　　   北小学校　　　　　　川根本町　 三ツ星学園　　　　　　　　 　　篠原小学校
　　　　　 沢地小学校　　　 　磐田市　　　竜洋東小学校　　　　　　　　　瑞穂小学校　
伊豆市　熊坂小学校　　　　　　　　　　　　青城小学校　　　　　　　　　　中瀬小学校
　　　　   土肥小中一貫校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　内容（予定）
　１３：１０　オープニングイベント　fishbowlによる歌唱　　　　　　　　　　　　　　　　
　１３：３５　開　会
　１３：４８　表　彰
　１４：１０　受賞学級及び団体代表の演技発表
　　　　　　≪ダンス部門　ダンス大賞≫
　　　　　　　　三島市立北小学校　５年１組　
               「We　are　～光り輝く存在～」
　１４：２５　受賞者代表の言葉
　　　　　　≪みんなでドッジボールラリー　４年生の部　第１位≫
　　　　　　　　三島市立南小学校
　　　　　　≪みんなでドッジボールラリー他５種目　５年生の部　第１位≫
　　　　　　　　磐田市立青城小学校
　　　　　　≪みんなでドッジボールラリー　６年生の部　第１位≫
　　　　　　　　浜松市立神久呂小学校　　
　１４：３５　閉　会

                                                                                  静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/20

タイトル 全国大会に出場する選手たちが教育長を表敬訪問
します。

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班

TEL 054-221-3123

全国大会に出場する選手たちが教育長を表敬訪問します。

第７回全日本ブレイキン選手権、小中学生ブレイクダンス全国大会ロート製薬JAPAN BREAKIN CUP 決勝大会への出場に向けて、

株式会社Y-STYLEが運営するH.S.E☆STYLEダンススクール所属の選手が、静岡県教育長を表敬訪問します。

１　日　時  令和８年２月24日(火)　午後３時20分から３時40分まで

２　場　所　県庁西館７階教育長室

３　訪問者等

　　H.S.E☆STYLEダンススクール

　　株式会社Y-STYLE　　大柳豆　勇也　代表取締役

　　株式会社Y-STYLE　　金丸　莉沙　秘書　兼　Creativedesigner

　　H.S.E☆STYLEダンススクールの大会出場者

　　山口　真和士さん（静岡産業大学）

　　伊藤　藍さん　　（株式会社Y-STYLE）

　　川合さん 　　　 （浜松日体高等学校）

　　稲山さん 　　　 （浜松日体高等学校）

　　中野さん 　　　 （浜松市立笠井小学校）

　　山本さん      　（南の丘学園　袋井市立高南小学校）

４　県側出席者

　　池上　重弘　　静岡県教育長

　　小野田　秀生　静岡県教育監

５　次　第（予定）

(1) 県出席者紹介

(2) 訪問者紹介

(3) 株式会社Y-STYLE代表取締役あいさつ

(4) 大会に向けた抱負（各選手）

(5) 教育長激励の言葉

(6) 記念写真撮影

６　大会概要

JDSF第7回全日本ブレイキン選手権

開催日：2026年2月28日（土）、３月１日（日）
会場：東京都（国立代々木競技場 第二体育館）
・オープン(高校生以上) BBOY（男子）、BGIRL（女子）
・ジュニア(中学生以上) BBOY（男子）、BGIRL（女子）

小中学生ブレイクダンス全国大会ロー
ト製薬 JAPAN BREAKIN CUP 決勝大会

開催日：2026年3月29日（日）会場：石川県白山市
・男子小学生低学年部門、高学年部門・男子中学生部門
・女子小学生低学年部門、高学年部門・女子中学生部門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/20

タイトル 令和７年度　静岡県議会海外事情調査報告会の開
催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2564

令和７年11月10日から15日にインドネシア共和国において実施した静岡県議会産業振興等海外事情調査の報告会を開催します。
（取材案内）

１　日　時
　　令和８年３月３日（火）　本会議散会後

２　場　所
　　県庁本館４階　特別会議室

３　報告会次第
　（１）副議長挨拶
　（２）団長挨拶　
　　　　　静岡県議会産業振興等海外事情調査団　団長　中沢　公彦　
　（３）調査先及び報告者

調査先
（調査テーマ）

報告者

１ 　イオンモール デルタマス
　（日系ブランドの海外展開と本県農産物の商業展開等）

佐地　茂人

２ 　グランドラッキー　ハラパン・インダー店「SANZEN」
　（食品ビジネスの環境、技能実習生の帰国後の就業関係等）

佐野　愛子

３ 　西ジャワ州政府
　（西ジャワ州議会及び州政府幹部との意見交換）

早川　育子

４
　インドネシア元日本留学生協会（プルサダ）西ジャワ支部
　（日本・インドネシア間の人材交流等）

増田　享大

５
　ハマレン・スバン研修センター
　（現地職業訓練校における日本語教育等）

曳田　　卓

６
　豊田通商テクノパークインドネシア
　（企業の進出状況のトレンドやビジネスを取り巻く環境等）

塚本　　大

７
　国際総合食品・飲料展示会　シアル・インターフード2025
　（アジア市場における食品産業の動向等）

鳥澤　由克

８ 　PT.MASUYA GRAHA TRIKENCANA
　（インドネシア市場における輸出入規制等）

四本　康久

　



提 供 日 2026/02/20

タイトル 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2556

　令和９年に実施される一般選挙における静岡県議会議員の定数並びに選挙区及び配当定数について調査検討するため、下記のと
おり第12回委員会を開催する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　■　日　時　令和８年２月26日（木)　本会議散会後を予定
　　　　　　　※なお、本会議の審議の状況により変更になる場合があります。

　■　場　所　第５委員会室(静岡県庁本館４階)

　■　構成員　１１人

　
　
　 委 員 長

　
　良　知　淳　行　　（自民改革会議）

副委員長
　木　内　　　満　　（自民改革会議)

　四　本　康　久　　（ふじのくに県民クラブ)

委　　員

　
　藤　曲　敬　宏　　（自民改革会議)

　杉　山　盛　雄　　（自民改革会議)

　相　坂　摂　治　　（自民改革会議)

　鈴　木　啓　嗣　　（自民改革会議）

　市　川　秀　之　　（自民改革会議)

　小長井　由　雄　　（ふじのくに県民クラブ)

　田　口　　　章　　（ふじのくに県民クラブ）  

　早　川　育　子　　（公明党静岡県議団）



提 供 日 2026/02/20

タイトル 静岡県都市計画審議会の開催結果

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

　　　　  　　　　　第192回静岡県都市計画審議会開催結果

　第192回静岡県都市計画審議会を開催し、下記の13議案が審議され、いずれの議案も原案のとおり了承されました。
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　開催日時　令和８年２月19日（木）午後１時30分から午後３時50分

２　開催場所　静岡県庁別館２階第一会議室（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）　

３　審議事項　全13議案
■第１～11号議案「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更」
　長期的視点に立った都市の将来像を明確にするため、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を変更する。
　・第１号議案　南伊豆都市計画
　・第２号議案　下田都市計画
　・第３号議案　河津都市計画
　・第４号議案　東伊豆都市計画
　・第５号議案　伊東国際観光温泉文化都市建設計画
　・第６号議案　熱海国際観光温泉文化都市建設計画
　・第７号議案　伊豆都市計画
　・第８号議案　島田都市計画
　・第９号議案　榛南・南遠広域都市計画
　・第10号議案　東遠広域都市計画
　・第11号議案　中遠広域都市計画

■第12～13号議案「都市計画道路の変更」
　富士駅北口第一地区市街地再開発事業と合わせ、富士駅北口の交通結節機能を向上し自動車交通の円滑かつ効率的な処理を図るため変更す
る。
　・第12号議案　３・４・20号富士停車場厚原線、３・６・49号富士駅伝法線
　
　掛川市決定の都市計画道路３・５・50号水垂西谷田線における３・４・11号掛川駅西郷線との交差部以東の廃止を受け、その交差部につい
て変更する。
　・第13号議案　３・４・11号掛川駅西郷線

４　問合せ先
　〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6
　静岡県交通基盤部都市局都市計画課都市行政班
　電話　054-221-3062
　FAX 　054-221-3640
　メール　toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/20

タイトル 【第２弾】まちをつくり守る「地域のヒーロー」
動画を公開

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 交通基盤部　政策管理局建設政策課

TEL 054-221-3681

１　概要
　私たちが毎日利用している道路や橋、すぐ近くの河川や港。
　普段生活しているこのまちのインフラをつくり、守る「地域のヒーロー」に着目した動画の第２弾を公開しました。
　第１弾の空港を整備するヒーロー（1/20公開）に続き、今回もヒーローのアツい想いをお届けします！
　
２　目的
　人口減少・少子高齢化等に伴う建設産業の担い手不足により、社会インフラの機能が維持・向上できなくなれば、社会経済活動
に大きな影響が発生します。
　社会インフラを整備する現場従事者の姿・声を伝えることで、建設産業への興味・関心を促すことを目的としています。また、
現場従事者のやりがいや意欲向上にも繋げます。

３　動画の公開

公開日 毎月20日

公開URL

　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1047513/1079163/index.html 

今回の動
画

・今回の現場は磐田市竜洋沿岸にある防潮堤

・津波による浸水を防ぐため、ICT技術や特殊な工法を駆使

・現場担当者本人に聞く、現在の仕事を希望した理由/建設産業の未来への想い

その他

静岡県交通基盤部SNSでも動画を公開

▶Ｘ（https://x.com/doboku_shizuoka） 

▶Instagram（https://www.instagram.com/shizuokaken_doboku/） 

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1047513/1079163/index.html
https://x.com/doboku_shizuoka
https://www.instagram.com/shizuokaken_doboku/


提 供 日 2026/02/20

タイトル 静岡県立漁業高等学園卒業式

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 教務班　日野山　宗一郎

TEL 054-627-0219

令和７年度　静岡県立漁業高等学園卒業式を挙行します

　漁業高等学園は、漁業後継者の養成を目的に設立された修学期間１年の全寮制職業訓練校です。
　この度、令和７年４月に入学した第56期生12名が当学園の全課程を修了し、卒業を迎えることとなりましたので、以下の通り卒業式を挙行
いたします。
　なお、修学成績が優秀であり、他の生徒の模範となった生徒１名には、知事褒賞を授与します。

　日時　
　　令和８年３月６日（金）　午前10時～11時頃

　会場　
　　静岡県立漁業高等学園　教育棟３階研修室（焼津市小川3747-2）

　式次第　
　　卒業証書授与
　　知事表彰
　　園長式辞
　　来賓祝辞
　　卒業生答辞
　　保護者謝辞

　卒業生の進路
　　遠洋マグロ延縄漁船　　　２名
　　遠洋カツオ一本釣漁船　　４名　　
　　旋網漁船　　　　　　　　５名
　　定置網漁船　　　　　　　１名

　　　　　　　　　　　合計　12名

〈参考〉
　県立漁業高等学園は漁師になるための専門校です。生徒は１年間の修学により、漁業就業に必要な知識と技術を身に付け、静岡県内の漁業
会社等へ就職します。



提 供 日 2026/02/20

タイトル 令和７年産の荒茶生産量についての知事コメント

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 佐田、堀切川

TEL 054-221-2313

農林水産省から、令和７年産荒茶生産量について発表がありました。
これに関する知事コメントは以下のとおりです。



【知事コメント】

長年「日本一の茶産地」として歩んできた本県にとって、荒茶生産量が昨年に引き続き２位になったことは、大変残念
であります。

本県茶業は、担い手の高齢化や、やぶきたに特化した品種構成などの構造的課題を抱えており、生産量を拡大して
いくためには、生産基盤の強化が重要であります。

このため、現在、拡大する海外需要に対し、輸出に取り組む茶工場の拠点化や、海外で求められている抹茶等の生産
に適した品種への改植支援など、生産構造の転換を着実に進めているところです。

あわせて、静岡茶ブランディングプロジェクトにより、静岡茶の本来価値を世界に発信することで、世界に通用するブラ
ンドの確立を目指してまいります。

引き続き、官民一丸となって、静岡茶の再生に向けて取り組んでまいります。



発 表 日 2026/02/20

タイトル 令和８年１月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課　　　　　　　

富士山静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　西垣、髙橋

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港の令和８年１月の搭乗者数は52,221人。

令和６年７月から19か月連続で前年同月を上回った。

１　富士山静岡空港の令和８年１月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）

札幌地区 14,750 7,385 50.1 

　新千歳線 14,750 7,385 50.1 
　　うちANA 9,794 4,370 44.6 

　　うちFDA 4,956 3,015 60.8 

　丘珠線 0 0 -
出雲線 5,208 2,404 46.2 

福岡線 13,092 10,313 78.8 

熊本線 756 492 65.1 

鹿児島線 4,776 3,289 68.9 
沖縄線 10,292 6,539 63.5 
チャーター便 1,008 811 80.5 

国内線計 49,882 31,233 62.6 

ソウル線 23,436 20,615 88.0 

上海線 0 0 -

青島線 348 135 38.8 

チャーター便 348 238 68.4 

国際線計 24,132 20,988 87.0 
合計 74,014 52,221 70.6 

  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和８年１月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 495 168  663 

就航便数（便）　　　b 488 128  616 

就 航 率（％）   (b/a) 98.6 76.2 92.9 

３　富士山静岡空港の令和７年度(令和７年４月～令和８年１月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）

札幌地区 184,978 121,765 65.8 

　新千歳線 150,118 95,513 63.6 
　　うちANA 100,762 60,207 59.8 

　　うちFDA 49,356 35,306 71.5 

　丘珠線 34,860 26,252 75.3 
出雲線 50,888 30,655 60.2 

福岡線 146,412 109,189 74.6 

熊本線 4,296 2,826 65.8 

鹿児島線 48,872 34,179 69.9 
沖縄線 101,426 73,070 72.0 
チャーター便 7,048 4,494 63.8 

国内線計 543,920 376,178 69.2 

ソウル線 208,278 162,038 77.8 

上海線 41,912 29,063 69.3 

青島線 8,654 3,647 42.1 

チャーター便 1,432 1,165 81.4 

国際線計 260,276 195,913 75.3 
合計 804,196 572,091 71.1 

  ※単月分非公表の香港線は除く。
  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。



４　富士山静岡空港の令和７年度(令和７年４月～令和８年１月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 5,441 1,818  7,259 

就航便数（便）　　　b 5,384 1,602  6,986 

就 航 率（％）   (b/a) 99.0 88.1 96.2 



提 供 日 2026/02/20

タイトル エアプサンによる静岡-釜山線の運航期間延長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 西垣　高橋

TEL 054-221-3166

１　要旨
韓国の格安航空会社（ＬＣＣ）エアプサンは、令和８年３月30日から新規就航する定期便 静岡－釜山線の

運航期間を延長することを決定しました。

２　概要
（１）運航期間の変更

変更前 変更後

令和８年３月30日（月）
～ ５ 月29 日 （ 金 ）

（２ヶ月間のみ）

令和８年３月30日（月）
～10 月23 日 （ 金 ）

（2026年夏ダイヤ期間中）

（２）運航頻度・運航スケジュール・使用機材： 変更 なし

運航スケジュール
運航頻度

釜山発 → 静岡着 静岡発 → 釜山着
使用機材

３往復/週

（月・水・金）
9:05 → 10:50 11:50 → 14:00 A321 LR

（220席）

                       ※全て現地時間（日本と韓国との時差：なし）



提 供 日 2026/02/20

タイトル 世界文化遺産「富士山」の魅力を発信する旅の
ショートムービー～「富士山の日（２月23日）」
に公開～

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

世界文化遺産「富士山」の魅力を発信する旅のショートムービー
～「富士山の日（２月23日）」に公開～

１　要　　旨
　静岡県では、国内外の観光客や登山者に向けて、 「 富士山 」 の 世界文化遺産 としての 価値 や 魅力 を 発信 するため 、 旅 のストー
 リー 仕立 てのショートムービーを 制作しました。
　 動画 は 、「 富士山 の 日 （ ２ 月23 日 ）」 から 、 県公式YouTube チャンネルやSNS 等 で 公開し、世界文化遺産としての「富士山」の価
値の理解促進と富士山世界遺産センターを中心とした富士山麓地域への来訪を促進します。

＜動画のポイントはこの３点！＞
・　富士山麓地域を舞台にした「信仰の対象」と「芸術の源泉」に触れる旅のストーリー
・　国内外に訴求するため、外国人キャストを起用し、英語セリフ、日本語テロップで構成
・　SNS視聴に最適化した縦型動画

２　概　要

タイトル 富士山麓で出会う、信仰と芸術の世界
内容 ・富士山世界遺産センターや、富士山周辺地域（静岡市、富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、

小山町）に点在する構成資産等を巡りながら撮影
・演出や音楽制作は有名アーティストのミュージックビデオやＣＭ音楽を数多く手掛ける県内出身
のクリエイターが担当

本数 本編（各話30秒程度×５話）のほか、ダイジェスト編・総集編を含めた計８本
公開媒体 ・静岡県公式YouTubeチャンネル

【世界遺産 富士山とことんガイド】
https://youtube.com/channel/UCB2huYo9Bh9W2WsdmV0M28Q?si=iTWmvsul-_s81uo0

３　問合せ先
静岡県スポーツ・文化観光部富士山世界遺産課　交流・継承班　小玉
（電話）054-221-3746　（mail）sekai@pref.shizuoka.lg.jp

https://youtube.com/channel/UCB2huYo9Bh9W2WsdmV0M28Q?si=iTWmvsul-_s81uo0
mailto:sekai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/20

タイトル 高山植物保護指導員研修会を開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護・管理班

TEL 054-221-2545

　　　　　　　　　　　高山植物保護指導員研修会を開催します！

　 静岡県では、県内の南アルプス山岳地帯における高山植物の保護について、登山者や自然公園利用者等に対する指導を行い、
高山植物に対する県民意識の高揚に役立たせるため、静岡県高山植物保護指導員制度を設けています。
 この度、高山植物保護指導員同士の交流や知識の底上げ、モチベーションの向上を目的とした研修会を開催します。

１　日　時　令和８年２月21日（土）午後１時30分から午後３時まで

２　主　催　静岡県自然保護課

３　場　所　県庁別館７階第２会議室ＡＢ

４　参加者　県高山植物保護指導員など約40名（予定）

５　研修内容
登壇者                    発表内容
・南アルプスみらい財団    ・財団の活動紹介（防鹿柵等について）
・磐田農業高校            ・高山植物種子保存プロジェクトの取組紹介
・静岡県自然保護課        ・静岡県のツキノワグマの状況
・静岡県自然保護課        ・保護活動に関するお願い等

６　取材に際してのお願い
　・会場内の撮影の際、参加者の個人が特定できる顔等の撮影はしないでください。
　・希少な植物に関する内容もあるため、生育位置や種名の公表は控えてください。



提 供 日 2026/02/20

タイトル 講演会「さくらと共に生きる」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

講演会「さくらと共に生きる」　を開催します！

桜の老齢化が進むなか、現在の桜の名所を次世代へと受け継いでいくためには、適切な維持管理や新たな名所づくりの推進とともに、地

域全体で桜を守り育てる意識の醸成が不可欠です。そこで、県民の皆様の意識向上を目的とした講演会を開催します。

本講演会は、静岡県さくらの会設立60周年記念事業の一環として開催します。

１　日　時　令和８年2月26日（木）14時00分～15時30分

２　場　所　あざれあ　２階大会議室（静岡県男女共同参画センター）
　　　　　　[静岡県静岡市駿河区馬渕１丁目17－1]

３　講　師　矢澤　秀成　氏
（やざわ花育種株式会社代表・葉乃畑合同会社代表）

４　内　容　・地域で桜を守り育てる技術について
　　　　　　　・地域住民と協力した桜守の先行事例について

　　　５　参加者　県内在住者（募集は終了しています）

　　　６　その他　取材いただける場合は、当日、直接会場へお越しください。

７　参　考　別添資料のとおり

＜静岡県さくらの会とは＞

　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保存と育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的として、桜の開

花情報の提供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。（事務局　静岡県環境ふれあい課）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



会 見 日 2026/02/20

津波対策推進旬間及び津波避難訓練の実施
（県民への呼びかけ）

津波対策推進旬間及び津波避難訓練の実施について
「地震だ、津波だ、すぐ避難！」～少しでも早く、少しでも高く～

１　津波対策推進旬間
（１）実施期間

令和８年３月６日（金）～３月15日（日）

（２）重点項目（特に重点的な取組項目）
　　ア　早期避難意識と備蓄の徹底

南海トラフ地震臨時情報等の制度に関する正しい知識の習得
緊急避難場所・避難路等を確認し、「わたしの避難計画」等を作成
原則徒歩による避難であることの理解
非常持ち出し品（熱中症対策用品、夜間避難時用の懐中電灯、冬期における寒さ対策用品等も含む）の確認
平時から散歩、ジョギング等の外出時に避難路の確認を行うなど、フェーズフリーの考えを意識した取組の推進
夜間照明や誘導灯等の整備状況の確認

　　イ　即時避難の実践・検証
総合防災アプリ「静岡県防災」等を活用した避難時間の計測
計測した避難時間をもとに「わたしの避難計画」等を検証
夜間における津波避難訓練を実施
訓練会場(避難先)での暑さ、寒さへの備えの再確認（非常持ち出し品の確認含む）
中高生・外国人県民への津波避難訓練参加の呼びかけ
訓練を通じた夜間照明や誘導灯等の整備状況の再確認

２　津波避難訓練
（１）統一実施日

令和８年３月８日（日）
（２）対象、実施形態

県内沿岸部の21市町（津波浸水区域を有する自主防災組織単位実施）において市町と自主防災組織を中心に、実施機関の協
力を得て行う。

（３）訓練の想定、重点的な取組等
大規模地震が発生した際の被害想定※に基づき、津波避難訓練を実施する。
なお、訓練においては、喫緊の課題に対応するため、夜間訓練の実施、避難先での暑さ・寒さ対策の検証（非常持ち出し品

の再確認）に取り組むことを推奨する。
担当 ： 危機管理部 危機情報課

連絡先 ： 情報班　TEL 054-221-3694



提 供 日 2026/02/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比3,257人の減少

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2026/02/24

タイトル 子ども予防接種週間がはじまります。

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策班

TEL 055-928-7273

令和８年３月１日（日）～令和８年３月７日（土）は、

子ども予防接種週間です。

　公益社団法人日本医師会等の主催により、子ども予防接種週間が実施されます。
　県では、子ども予防接種週間にあわせて、必要な予防接種を受けていただくよう呼び掛けています。
　４月に入園・入学を控えたお子さんがいらっしゃる保護者の方は、お子さんが必要な予防接種を済ませているかどうか、母子手帳
等で確認し、まだ接種していないものがあれば、入園・入学前に接種するようにしてください。

１　目的
 保護者を始めとした地域住民の予防接種に対する関心を高め、予防接種率の向上を図る。

２　実施期間
 令和８年３月１日（日）～令和８年３月７日（土）

３　主催
 （公社）日本医師会、（公社）日本小児科医会、厚生労働省、こども家庭庁

４　実施内容
 ワクチンで防げる病気（VPD：Vaccine Preventable Diseases）から子どもたちを守るため、種々の予防接種に関し、地域の実情
に合った広報・啓発が医療機関等で実施される。

＜参考＞子どもが対象の予防接種
 予防接種法に基づく、ジフテリア、百日せき、破傷風、急性灰白髄炎（ポリオ）、麻しん、風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、ヒブ、
小児用肺炎球菌、水痘、Ｂ型肝炎、ロタウイルスなど

入園・入学前に接種が推奨されているワクチン
ワクチンの種類  時期・接種回数

麻しん・風しん  １歳の間と小学校入学前の１年間に計２回接種します。

ヒブ  ５歳までに最大４回接種します。

肺炎球菌  ５歳までに最大４回接種します。

５種混合  ７歳６ヶ月までに４回接種します。

 日本脳炎  ７歳６ヶ月までに３回接種します。

※麻しん・風しんは、感染力が強く、過去に定期の予防接種を受ける機会がな
　かった世代を中心に数年おきに大きな流行がみられます。妊娠中の女性が罹
　患すると、出生児に障害を引き起こす、先天性風しん症候群が生じる可能性
　もあることから、無料で受けることができる入学前の予防接種を推奨してい
　ます。

※接種に関しては、お住まいの市町の予防接種担当課にお問い合わせください。



提 供 日 2026/02/24

タイトル 令和７年度「しずおか遺産」の認定

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化財課

連 絡 先 文化財活用班

TEL 054-221-3156

令和７年度「しずおか遺産」の認定

このたび、「ほとけ出づる祈りの里　伊豆」を、しずおか遺産に認定しました。

◆今回認定遺産の概要（詳細は別紙）

タイトル ほとけ出づる祈りの里　伊豆

申 請 者 函南町（申請代表）、熱海市、伊豆の国市、伊豆市、河津町

特　　徴 東日本では稀な奈良時代の彫刻仏像である河津町の十一面観音立像、温泉を神格化した走湯権現立
像、武士とつながった慶派仏師の仏像などと、仏教に関連する食文化である国清汁や天城甘茶などを
織り交ぜたストーリー

（参考）「しずおか遺産」とは
１　概要
　県内各地の有形・無形の文化財を結び付けた魅力的なストーリー。今回の認定で、遺産件数は９件となる。
２　申請
（１）申請者：県内自治体
（２）要　件：複数の市町が連携すること
３　認定
（１）審査：有識者で構成する認定審査会
　　　　　　（委員長　遠山敦子前静岡県富士山世界遺産センター館長）
（２）基準：ストーリー性、歴史文化資源の活用の可能性
４　今後の方針
　令和８年度からは活用推進に重点を置き、新規募集は行わない。

・問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化財課　054-221-3156



提 供 日 2026/02/24

タイトル 磐田市及び静岡県さくらの会合同記念植樹を実施
します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

「磐田市市制施行20周年記念及び静岡県さくらの会設立60周年

記念敷地川桜づつみ合同植樹祭」を実施します！！

昭和41年３月28日に設立した静岡県さくらの会が令和７年度に60周年を迎えるにあたり、後世に本会の精神や活動を残していくことを目的とし、市制
20周年を迎える磐田市と共催して桜の合同記念植樹を実施します。なお、磐田市では「磐田市さくら百年プロジェクト」を始動し、今回その一環として市
民、行政が一体となり、磐田市敷地川の桜づつみを地域のシンボルとして再整備するものです。

１　合同植樹実施日
　(1) 日　　　時

令和８年３月７日（土）　午前10時00分から11時00分まで

　(2) 会　　　場　

開会式会場：旧豊岡東小学校（磐田市敷地891－１）

植樹祭会場：敷地川八十田橋右岸西側（磐田市敷地878－６）

　(3) 植樹対応者

磐田市長　　　草地　博昭（くさち　ひろあき）　

静岡県副知事　平木　省（ひらき　しょう）　

　(4) 次　　　第

ア　開会式（旧豊岡東小学校）

イ　市長及び副知事による記念合同植樹

ウ　地域住民等による合同植樹祭（自治会、緑の少年団、さくら保護士等）

２　その他
　・小雨決行
　・磐田市においても同日記者提供を行います。
　・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越しください。
　・お車でお越しの際は、植樹祭会場横の駐車場をご利用ください。
　
＜静岡県さくらの会とは＞

　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保存と育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的として、桜の開花情報の提

供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。（事務局　静岡県環境ふれあい課）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2026/02/24

タイトル 静岡県台湾事務所、台湾ファミリーマートで
「抹茶フェア」と連動した大型プロモーション実
施

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、台湾ファミリーマートで

　「抹茶フェア」と連動した大型プロモーション実施

・静岡県台湾事務所では、３月４日（水）から台湾ファミリーマートで大型プロモーションを実施する。
・本件は、台湾ファミリーマートで同日から始まる「抹茶フェア」と連動したもの。お茶をテーマとした内容とし、抹茶フェアに絡めた本県のさらなる認知度向上を

静岡県台湾事務所は2026年３月４日（水）から３月31日（火）まで、全家便利商店股份有限公司（台湾ファミリーマート）で大型プロモーショ
ンを実施します。

全家便利商店股份有限公司（以下「台湾ファミリーマート」）は台湾全土で4,450店以上の店舗があり、台湾の人々の生活に密着した存在で
す。３月４日から台湾全域で「抹茶フェア」が開催されるため、来店者や「抹茶フェア」対象商品購入者などに対して、お茶をテーマとしたプロ
モーションを行い、本県のさらなる認知度向上を図ります。

（プロモーション内容）　※　実施期間：2026年３月４日（水）～３月31日（火）
【店舗ラッピング】
・内容：当事務所のオリジナルキャラクター「富士岡くん（中国語名：富士岡仔）」「静茶ベイベー（中国語名：靜茶杯杯）」をデザインした店舗

ラッピングの実施
・住所：台湾ファミリーマート東南店（台北市中山區中山北路二段60號）
・露出見込み：約10万人/日/店　※　通行人ベースでのインプレッション

【店舗内レジ液晶サイネージでの動画放映】
・内容：「抹茶フェア」対象商品購入時などにレジ液晶サイネージで静岡県動画を放映
・設置台数：約8,900台（増加中）

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2026/02/25

タイトル 県議会令和８年９月定例会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

２月25日の議会運営委員会において、令和８年９月定例会の日程が次のとおり内定されたのでお知らせします。
　 なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

　９月１１日（金） 　議会運営委員会

　９月１８日（金） 　開会

　９月２８日（月） 　本会議（質問）

　９月２９日（火） 　本会議（質問）

　９月３０日（水） 　本会議（質問）

１０月　１日（木） 　本会議（質問）

１０月　２日（金） 　本会議（質問）

１０月　６日（火） 　常任委員会

１０月　７日（水） 　常任委員会

１０月　８日（木） 　常任委員会

１０月１４日（水） 　議会運営委員会

１０月１５日（木） 　閉会



提 供 日 2026/02/25

タイトル 県議会令和８年５月臨時会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

２月25日の議会運営委員会において、令和８年５月臨時会の日程が次のとおり内定されたのでお知らせします。
   なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

４月１０日（金） 　議会運営委員会

５月１２日（火） 　議会運営委員会

５月１９日（火） 　臨時会



提 供 日 2026/02/25

タイトル 【訂正】第8回「富士山白糸平成棚田祭り」が開催
されます！

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先

TEL 0545-65-2201

※「２　概要」の一部に誤りがありましたので訂正しました。詳細はPDFファイルを御確認ください（2/26　14時00分）。

                  第８回「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されます！

１　要旨
　ふじのくに美しく品格のある邑に登録されている「白糸の里」（富士宮市原）は、ほ場整備された
「平成棚田」を会場として、平成28年度から「富士山白糸平成棚田祭り」を開催しています。
　今年度も、3,776本の竹灯籠と富士山、棚田が織りなす幻想的な世界を多くの人々に提供し、
感動を届けて、「平成棚田」を未来へ継承していきます。

２　概要

日　時
令和８年３月８日(日)　午後４時30分～午後７時30分　
※雨天時は９日(月)に延期
　・余興　　　　　午後４時30分～　（駿州白糸原文珠太鼓など）
　・点火式典　　　 午後 ５ 時00 分 ～　午後５時30分～
　・打ち上げ花火　午後６時30分～

場　所
平成棚田：富士宮市原（添付ファイル位置図参照）
　駐車場：白糸自然公園（富士宮市原436-1）

主催者

　　平成棚田の会・富士山白糸平成棚田竹灯籠祭り実行委員会
　　　問合せ：事務局　佐藤（090－2181－3962）

内容
・竹灯籠・竹あかり・打ち上げ花火
・竹灯籠の点灯ボランティアを当日受け付けます
・希望者は4時30分に、本部へお越しください

３　取材について
　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でも
ある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格のある
邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和8年2月末時点で
155の地域が認定されています。

■「白糸の里」の概要
　県営ほ場整備事業で整備されたほ場を「平成棚田」と命名し、地域のシンボルとしてイベント等に活用しており、
外部の力をうまく取り入れながら、地域に人を呼び込み、魅力ある邑づくりを行っています。
　・平成26年度「ふじのくに美しく品格のある邑」知事顕彰受賞
　・平成28年度「静岡景観賞」優秀賞受賞
  ・令和元年度「ふじのくに美しく品格のある邑」連合奨励賞受賞



提 供 日 2026/02/25

タイトル 経営革新計画の承認（令和８年１月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

経営革新計画の承認（令和８年１月分）

静岡県は、令和８年１月の経営革新計画を35件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部６件、中部18件、西部11件となっており、市町別では静岡市が最多の11件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で14件となっています。

１　令和８年１月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 令和７年度計
件数 ６件 18件 11件 35件 325件

　

２　市町別内訳

　　 東部　
区分 沼津市 富士市 富士宮市 熱海市
件数 １件 　　　２件 １件 １件

区分 伊豆の国市
件数 １件

　　　 中部
区分 　　静岡市 藤枝市 島田市 牧之原市
件数 　　　11件 ３件 １件 １件

　　
区分 吉田町 川根本町
件数 １件 　　　１件

　　 西部
区分 浜松市 湖西市 袋井市 御前崎市
件数 ８件 　　　１件 １件 １件

　３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 14件 １件 １件 ０件 ８件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
　件数 １件  ０件  ０件 ８件  ２件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度
融資や信用保証の別枠、補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途
必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ６版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/028/472/r6-zireisyu.pdf?_=1742953924

http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/028/472/r6-zireisyu.pdf?_=1742953924


提 供 日 2026/02/25

タイトル 令和７年度第２回静岡県医療対策協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2341

令和７年度第２回静岡県医療対策協議会を、以下のとおり開催します。

１　日時・会場
　　・令和８年３月４日（水）午後６時～
　　・ホテルグランヒルズ　５階　センチュリールーム
　　（静岡市駿河区南町18-１）

２　出席者（予定）
　　委員22人
　　・医療関係者
　　・市町長
　　・地域住民を代表する団体
　　・学識経験者　など

３　議題（予定）
　　・特定労務管理対象機関の指定　ほか

＜一般傍聴申込先＞　
医療政策課メール　iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp
※取材の場合は申込不要

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/25

タイトル 装具フォローアップセミナー＠静岡県西部を開催
します（取材依頼）

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-3737

装具フォローアップセミナー＠静岡県西部を開催します（取材依頼）

脳卒中後の装具使用者に対するフォローアップ体制の構築に向けて、医療関係者が一堂に会し、情報共有と課題解決のための意見

交換を行います。

１　日時
　　令和８年３月４日（水）午後７時～８時30分
　　
２　会場
　　浜松市医師会館７階講堂（浜松市中央区伝馬町311-2）
　　遠鉄バス「伝馬町」バス停下車　徒歩約１分、JR浜松駅から徒歩約８分
　　※夜間救急用のため駐車場には停められません。公共交通機関を御利用ください。

３　対象者
　　医師、看護師、理学療法士、作業療法士、ケアマネジャー、ホームヘルパー、義肢装具士など。
　　そのほか、身体に合わなくなった装具について困っている方、どこに相談したらいいか分からない方など、どなたでも参加可
能

４　プログラム　　
時間 内容 担当

19:00～
19:05

開会挨拶 浜松医科大学　リハビリテーション
医学講座　医師　山内克哉

19:05～
19:25

・静岡県事業の概要と今後の展望、装具リーフ
レットの情報共有
・実際の装具トラブルの症例紹介
・治療用装具から更生用装具までの処方の流れ
と課題、装具連携の難しさ

浜松医科大学　リハビリテーション
科　医師　髙嶋俊治

19:25～
19:45

・回復期入院から退院後（生活期）の装具フォ
ローアップについて
・装具と痙縮治療を合わせた支援

浜松市リハビリテーション病院　医
師　重松孝

19:45～
20:05

・装具士目線の装具フォローアップ体制
・静岡市での取り組み

東名ブレース静岡支店　義肢装具士
　馬場幸治

20:05～
20:30

質疑応答、情報交換

５　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課身体障害福祉班
　　電話番号：054-221-3737
　　FAX番号 ：054-221-3267
　　E-mail：shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/25

タイトル 【取材依頼】静岡県ＸＲ寄附講座2025年度第２回
公開講座の開催

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

静岡県XR（クロスリアリティ）寄附講座　　

2025年度第２回公開講座を開催します

県では、静岡理工科大学グループと連携し、仮想空間分野の人づくりと仕事づくりに取り組んでいます

このたび、仮想空間分野の普及啓発のため、公開講座を開催します

日時 令和８年３月２日（月）13時30分～16時30分

会場 静岡理工科大学グループ　静岡駅前キャンパス　４Ｆホール

（静岡駅徒歩３分）

プロ

グラム

【イントロダクション】

　スピーカー：（一社）Metaverse Japan 代表理事 長田新子 氏

　スピーカー：（一社）Metaverse Japan 共同代表理事 馬渕邦美 氏

　タイトル：MVJ（メタバースジャパン）はなぜ生まれたのか

【第１部　トークセッション】

　スピーカー：（株）STYLY 取締役COO 渡邊信彦 氏

　スピーカー：（一社）Metaverse Japan 共同代表理事 馬渕邦美 氏

ス　ピーカー ：静岡県 企画部 デジタル戦略課参事 杉本直也 氏

　タイトル：「ARは地域課題にどう使われているのか」

【第２部　トークセッション】

スピーカー：トランスコスモス（株） メタバース推進部 部長 光田刃 氏

スピーカー：エデュケーショナル・デザイン（株）代表取締役 脇田真太郎 氏

　タイトル：「Robloxから広がる学びとクリエイターの可能性」

※詳細は添付のチラシを御確認ください

その他 企業、大学研究室によるデモ展示・体験会あり



提 供 日 2026/02/26

タイトル 「南アルプス学」の構築に向けた研究を支援しま
す!

担　　当 くらし・環境部　環境局自然保護課 スポーツ・文

化観光部　ふじのくに地球環境史ミュージアム　

企画総務課

連 絡 先 ふじのくに地球環境史ミュージアム　企画総務課

TEL 054-260-7111

「南アルプス学」の構築に向けた研究を支援します!

南アルプスはユネスコエコパークに登録されるなど、世界的にも類を見ない希少かつ貴重な自然環境を有しています。しかし、
その急峻さや奥深さから、現地をフィールドとする研究の持続発展が困難であり、南アルプスをより良い形で次代に引き継いでい
くために必要な知見の蓄積が進まないなど、学術面において大変深刻な状況となっています。
そこで、令和４年２月に設立した南アルプス学会では、これらの課題を克服するため、現地をフィールドとする研究者を支援す

ることで、南アルプスの学術的な体系化を図るとともに、地域学の１つとして、世界に開かれた「南アルプス学」の構築及びその
発展を目指します。
４回目となる令和８年度は、以下のとおり募集します。

対象研究 主として静岡県内の南アルプス地域において実施する研究で、自然科学、人
文・社会科学等の分野を問わず、「南アルプス学」の構築に寄与する研究

応募資格
・教育機関・研究機関等に所属する教員又は研究員
・大学・大学院生
・その他「南アルプス学」の探究に意欲・関心のある方

助成内容 研究経費に対し、１件当たり50万円を限度に助成

募集締切 令和８年３月23日（月）（必着）

研究期間 ・原則１年以内（令和９年２月末まで）
・最大３年まで可能（ただし１年ごとに審査を必要とします）

お申し込み・
お問い合わせ

南アルプス学会 事務局
ふじのくに地球環境史ミュージアム　企画総務課

※詳細は静岡県のホームページをご覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html
※今回の募集は、令和８年度当初予算成立後、速やかに事業を開始できるようにするため行うものです。
※当補助事業の執行は、令和８年度当初予算の成立が前提であり、今後、内容等が変更になることもあります。予め御了承くださ
い。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html


提 供 日 2026/02/26

タイトル 令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜におけ
る志願変更の状況

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班　戸塚優季

TEL 054-221-3114

令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更の状況

県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）において、２月25日から
実施していた令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更受付を、本日
（２月26日正午）締め切りました。
　志願者数等の状況については、県教育委員会高校教育課のホームページに掲載し
ます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html


提 供 日 2026/02/26

タイトル 【訂正】第8回「富士山白糸平成棚田祭り」が開催
されます！

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先

TEL 0545-65-2201

※「２　概要」の一部に誤りがありましたので訂正しました。詳細はPDFファイルを御確認ください（2/26　14時00分）。

                  第８回「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されます！

１　要旨
　ふじのくに美しく品格のある邑に登録されている「白糸の里」（富士宮市原）は、ほ場整備された
「平成棚田」を会場として、平成28年度から「富士山白糸平成棚田祭り」を開催しています。
　今年度も、3,776本の竹灯籠と富士山、棚田が織りなす幻想的な世界を多くの人々に提供し、
感動を届けて、「平成棚田」を未来へ継承していきます。

２　概要

日　時
令和８年３月８日(日)　午後４時30分～午後７時30分　
※雨天時は９日(月)に延期
　・余興　　　　　午後４時30分～　（駿州白糸原文珠太鼓など）
　・点火式典　　　 午後 ５ 時00 分 ～　午後５時30分～
　・打ち上げ花火　午後６時30分～

場　所
平成棚田：富士宮市原（添付ファイル位置図参照）
　駐車場：白糸自然公園（富士宮市原436-1）

主催者

　　平成棚田の会・富士山白糸平成棚田竹灯籠祭り実行委員会
　　　問合せ：事務局　佐藤（090－2181－3962）

内容
・竹灯籠・竹あかり・打ち上げ花火
・竹灯籠の点灯ボランティアを当日受け付けます
・希望者は4時30分に、本部へお越しください

３　取材について
　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でも
ある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格のある
邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和8年2月末時点で
155の地域が認定されています。

■「白糸の里」の概要
　県営ほ場整備事業で整備されたほ場を「平成棚田」と命名し、地域のシンボルとしてイベント等に活用しており、
外部の力をうまく取り入れながら、地域に人を呼び込み、魅力ある邑づくりを行っています。
　・平成26年度「ふじのくに美しく品格のある邑」知事顕彰受賞
　・平成28年度「静岡景観賞」優秀賞受賞
  ・令和元年度「ふじのくに美しく品格のある邑」連合奨励賞受賞



提 供 日 2026/02/26

タイトル 「いまい保全の会」(袋井市)が関東農政局局長表
彰優秀賞を受賞！

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先

TEL 054-221-2714

       「いまい保全の会」(袋井市)が関東農政局局長表彰優秀賞を受賞！

               　　　　　　　

１　要旨
　関東農政局は、多面的機能支払交付金制度の普及推進にあたり、農業・農村の有する多面的機能の維
持・発揮を図るための地域の共同活動に積極的に取り組み、管内の模範となる活動を行う活動組織を表
彰する「関東農政局　多面的機能発揮促進事業　局長表彰」を実施しています。

　令和７年度は、「いまい保全の会」（袋井市）が優秀賞を受賞したため、関東農政局で開催される表彰式
に活動団体の代表者らが出席します。

２　概要

日　時
令和８年３月４日(水)　午後１時30分～午後３時30分　

場　所
さいたま新都心合同庁舎２号館５階　大研修室５A
（埼玉県さいたま市中央区新都心2-1）

主　催 関東農政局 多面的機能発揮促進事業 局長表彰事務局 

（農地整備課　多面的機能支払推進室）

３　取材について
　当日取材希望（取材は表彰式のみ）
　取材を希望される報道機関の皆様は、事前に下記問合せ先までご連絡ください。

　関東農政局農村振興部農地整備課　（担当：保全指導係）
　代表：048-600-0600　ダイヤルイン：048-740-0551

　式典中もカメラ撮影は可能です。取材については、農政局担当者の指示に従ってください。
　詳細は関東農政局プレスリリースをご確認ください。
　https://www.maff.go.jp/kanto/press/nouson/nouchi/260219.html

■関東農政局　局長表彰について
　関東農政局管内には現在約3,500の多面的機能支払交付金制度を活用する活動組織があります。
　関東農政局の現地調査、ヒアリング、外部有識者の審査会を経て、優良な取組みを行っている活動組織
が表彰されます。（毎年８～10組織）
　当表彰事業は平成３０年より毎年行われています。
　
■「いまい保全の会」の受賞ポイントについて　
　「いまい保全の会」は、袋井市今井地内の186.2haの水田などを対象として、平成21年から農地・農業用
施設の保全管理や地域の環境保全活動を実践しています。また、「田んぼの楽校」や「畑の楽校」などのイ
ベントを通じて、地域・学校と連携し地域に根差した活動を行っています。
　水路や農道の保全管理活動に地域をあげて取り組んでいること、設立から20年以上継続されているこ
と、「田んぼの楽校」などのイベントにより地域の資源である農地や農業用施設への関心向上に繋げてい
ること、「しめ縄づくり」で農村地域の伝統文化を子どもたちに伝え続けていることが評価されました。

■「多面的機能支払交付金制度」とは？
　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動を交付金で
支援します。地域の農業を守り、美しい景観や、多様な生態系をはぐくむ農地や農業用施
設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動が県内各地で行われています。令和８年２月
末時点で240の組織が活動しています。



提 供 日 2026/02/26

タイトル 小規模企業経営力向上事業費補助金の公募開始

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 団体支援班

TEL 054-221-2806

物価高騰・賃金引上げ対策への取組を支援します！

静岡県は、県内の小規模事業者を対象として、「新たな需要の開拓」や「生産性の向上」を目指した取組に要する経費を助成します。
令和８年度は、事業者が物価高騰・賃金引上げ対策へ早急に対応できるよう、 ３ 月 に 前倒 して 募集 を 開始します。

＜小規模企業経営力向上事業費補助金＞

１　補助対象者
　　小規模事業者（過去に経営革新計画の承認を受けた事業者、及び当補助金を受けて事業を実施した事業者を除く。）
　　ただし、 物価高騰 の 影響 を 受 けた 事業者又 は 賃金引上 げに 取 り 組 む 事業者 には 、 申請要件 の 緩和などの優遇措置があります。
    
２　補助対象事業
　　以下の全ての要件を満たすもの
 　(1) 自社がこれまで行ったことがないもの又は既存のものを大幅に改善するもの 
 　(2) 新たな需要の開拓又は生産性の向上を目指して行うもの
 　(3) 経営革新計画の承認取得を目指す３年間の経営ビジョンを策定した上で行うもの

３　補助限度額
　　50万円

４　補助率
　　2/3以内

５　助成対象経費
　　開発費、機械装置費、広報費、委託費ほか　　 

６　応募方法等
　（1）提出書類
　　交付申請書等の様式は、下記のURLからダウンロードできます。

 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047031/1028489 .html
　（2）募集期間
　　１次：令和８年３月２日（月）～４月20日（月）
　　２次：令和８年５月1１日（月）～６月22日（月）　2次は予定です。
　（3）申請書提出先
　　最寄の商工会・商工会議所
　（4）問い合わせ先
　　最寄の商工会・商工会議所
    又は、静岡県経済産業部 商工業局 経営支援課 団体支援班

　ＴＥＬ：054-221-2807　e-mail：keieishien@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047031/1028489.html
mailto:keieishien@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/26

タイトル 医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催し
ます

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します！

　静岡県では、県内の病院で研修を行う若手医師がさらに増加するよう、静岡県病院協会との共催により、研修病院合同説明会を開催しま
す。
　会場では、県内の研修病院の指導医や先輩医師が、県内外の医学生・研修医に、病院や研修プログラムの魅力などを説明します。
　また、当日は、医学修学研修資金を利用する医学生等に静岡県の地域医療の魅力を伝えるため、県が委嘱した「静岡県次世代医師リク
ルーター※」を交えた意見交換会も開催します。
　
　※県内で働く次世代の医師の増加を図るため、本県の地域医療の魅力を全国の医学生等に発信する若手医師

○静岡県医師臨床研修・専門研修病院合同説明会in静岡
　◆日　時　令和８年３月１日（日）　12時30分～17時00分
　◆会　場　グランシップ　会議ホール風
　　　　　(静岡市駿河区東静岡二丁目3番1号)
　◆対　象　全国の医学生及び臨床研修医
　◆出　展　静岡県内の臨床研修・専門研修病院など26病院

○静岡県次世代医師リクルーターと医学生等との意見交換会（同日開催）
　◆日　時　令和８年３月１日（日）
　　　　　　 　第１回：11時30分～12時30分
　　　　　　　 第２回：13時30分～14時30分
　◆会　場　グランシップ　1001会議室
　◆出席者 約100人（リクルーター、医学修学研修資金を利用する医学生等）

(参考)

    
（令和7年7月病院合同説明会)     (令和7年7月意見交換会）



提 供 日 2026/02/26

タイトル 令和７年台風第15号災害静岡県義援金
第２回配分額の報告

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和７年台風第15号災害静岡県義援金

第２回配分額をお知らせします

（要旨）
「令和７年台風第15号災害静岡県義援金」について、静岡県災害義援金募集・
配分委員会を開催し、被災市町への第２回配分額（最終）を決定した。
義援金は２月末までに被災市町に送金し、市町を通じて被災者へ配分される。

（概要）
・名　　　　　称  ：令和７年台風第15号災害静岡県義援金
・受　付　期　間  ：令和７年９月９日（火）～令和７年12月８日（月）
・受　付　団　体  ：静岡県、日本赤十字社静岡県支部、(福)静岡県共同募金会
・受入総額（確定）：２６１，７７４，６３８円　（受入件数：2,489件）
・第 ２ 回 配 分  ： １９３ ， ４５２ ， ６３８ 円　を以下のとおり配分決定した。

○　静岡県災害義援金募集・配分委員会構成団体
静岡県市長会町村会総合事務局、(福)静岡県社会福祉協議会、
(福)静岡県共同募金会、日本赤十字社静岡県支部、日本放送協会静岡放送局、
公益財団法人静岡新聞・静岡放送文化福祉事業団、静岡県



提 供 日 2026/02/26

タイトル 三浦一馬バンドネオン・コンサートを開催します
♪

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

三浦一馬バンドネオン・コンサートを開催します♪

　３月１日（日）、菊川文化会館アエル　大ホールにて、三浦一馬バンドネオン・コンサートを開催します。

　本事業は、公益財団法人三井住友海上文化財団の助成により、県、菊川市、菊川文化会館アエル、同財団が主催し、地域の文化

振興を支援するため、日本各地の公立文化ホール会場に優れた国内外の音楽演奏家を派遣し、良質なコンサートを廉価で提供する

ものです。

　三浦一馬バンドネオン・コンサートは、若手実力派・三浦一馬が、成田達輝、ロー磨秀を迎えて贈る繊細で情熱的なクラシック

＆タンゴです。この3名ならではの勢いのある魅力的なステージを存分にお楽しみいただけます。

　まだ、席に余裕がありますので、三浦一馬バンドネオンによる名曲の数々をぜひ聴きに来てください。

（概要）
１　公演名　三井住友海上文化財団ときめくひととき第1085回
　　　　　　菊川文化会館アエル開館35周年記念
                「三浦一馬バンドネオン・コンサート」

２　日　時　令和８年３月１日（日）　13時30分開場　14時00分開演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　16時00分終演（予定）

３　会　場　菊川文化会館アエル　大ホール（菊川市本所2448-2）

４　入場料　一般2，0００円　高校生以下１，０００円（全席指定）
　　 ※未就学児入場不可、当日券は各500円増

５　チケット販売場所
　・菊川文化会館アエルチケットセンター
　・掛川市生涯学習センター
　・掛川市文化会館シオーネ
　・御前崎市民プールぷるる
　・チケットぴあ

６　主　催　菊川市、菊川市文化会館アエル、静岡県、
　　　　　　（公財）三井住友海上文化財団　

７　問合せ先　菊川文化会館アエル　TEL：0537-35-1515

８　参　考　　本コンサートは三井住友海上文化財団助成事業「地域住民のための
　　　　　　コンサート」の一つとして実施されます。県及び菊川市も主催者とし
　　　　　　て本公演の広報等を行っています。



提 供 日 2026/02/26

タイトル 令和７年度消防功労者消防庁長官表彰受章者の決
定

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2074

令和７年度消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定

　総務省消防庁では、消防吏員及び消防団員等の士気を高めるとともに、地域住民の消防に対する理解を深めるため、消防に関しての功績が
あった消防吏員、消防団員等及び消防機関に対して、毎年３月に長官表彰を実施しています。
　本年度、本県関係者が受章するのは、功労章、永年勤続功労章、表彰旗です。
　表彰式は３月４日（水）午前10時00分から合同庁舎第二号館（総務省）地下２階講堂において行われます。
　なお、本件は総務省消防庁からも２月25日（水）14時00分に報道発表済みです。

１　消防功労者消防庁長官表彰の種類毎の本県受章者
（１）功労章（６名）
　　　防災思想の普及、消防施設の整備、その他災害の防御に関する対策、消防教育の実施について成績が特に優秀で、かつ、

他の模範となると認められる者
　　ア　消防吏員（４名）

所　属 階　級 氏　名
浜松市消防局 消防司監 那須田　育生
駿東伊豆消防本部 消防正監 今井　將一朗※1

静岡市消防局 消防正監 佐藤　義之
静岡市消防局 消防正監 村越　重則

イ　消防団員（２名）
所　属 階　級 氏　名

富士宮市消防団 団長 風間　友明
長泉町消防団 団長 小林　一明

（２）永年勤続功労章（５７名）
　　　永年勤続し、勤務成績が優秀で、かつ、他の模範となると認められる者
　　ア　消防吏員（２８名）

所　属 階　級 氏　名
富士山南東消防本部 消防正監 鈴木　清明
志太広域事務組合志太消防本部 消防正監 増田　好憲
駿東伊豆消防本部 消防監 秋山　栄章
駿東伊豆消防本部 消防監 荻島　正己
湖西市消防本部 消防監 奥村　等
静岡市消防局 消防監 勝山　友晴
浜松市消防局 消防監 川原　透
富士山南東消防本部 消防監 下山　和典
静岡市消防局 消防監 鈴木　英夫
駿東伊豆消防本部 消防監 鈴木　満
富士市消防本部 消防監 南條　淳士
磐田市消防本部 消防監 野中　康雄
静岡市消防局 消防監 松浦　淳壱※２

静岡市消防局 消防監 松浦　信也※２

磐田市消防本部 消防司令長 市之瀬　泰教
御殿場市・小山町広域行政組合消防本部 消防司令長 小澤　秀宗
静岡市消防局 消防司令長 恩田　隆行
富士宮市消防本部 消防司令長 佐々木　孝行
菊川市消防本部 消防司令長 白岩　勝
浜松市消防局 消防司令長 田村　陽一
浜松市消防局 消防司令長 坪井　一仁
富士市消防本部 消防司令長 時田　正史
静岡市消防局 消防司令長 西田　哲也※３

御殿場市・小山町広域行政組合消防本部 消防司令長 野木　幹雅
掛川市消防本部 消防司令長 野口　正司
静岡市消防局 消防司令長 増田　悟
掛川市消防本部 消防司令長 渡辺　克彦
富士山南東消防本部 消防司令 小林　和彦

イ　消防団員（２９名）
所　属 階　級 氏　名

河津町消防団 団長 稲葉　克己
静岡市消防団 副団長 金山　高幸
吉田町消防団 副団長 坂本　明久
湖西市消防団 副団長 白井　秀典
浜松市消防団 副団長 曾我　哲嗣※４

下田市消防団 副団長 髙橋　弘
藤枝市消防団 副団長 高橋　衛
浜松市消防団 副団長 瀧　幸仁
清水町消防団 副団長 仲田　崇浩
熱海市消防団 副団長 仲森　博久
富士宮市消防団 分団長 赤池　文博
静岡市消防団 分団長 伊藤　秀明



焼津市消防団 分団長 影山　直樹
島田市消防団 分団長 河合　修
焼津市消防団 分団長 田中　徳秀
熱海市消防団 分団長 千葉　正宏
富士市消防団 分団長 野村　佳正
静岡市消防団 分団長 牧田　徹
静岡市消防団 分団長 松原　紀光※５

静岡市消防団 分団長 山田　敬造
下田市消防団 分団長 山田　昇司
小山町消防団 分団長 山田　佳弘
富士市消防団 部長 齋藤　雅士※６

三島市消防団 団員 石川　直樹
伊東市消防団 団員 小川　雄治
三島市消防団 団員 下村　章
沼津市消防団 団員 高島　芳泰
沼津市消防団 団員 眞野　幸正
藤枝市消防団 団員 皆見　太三

（３）表彰旗（１機関）
　　　防災思想の普及、消防施設の整備、その他の災害の防御に関する対策の実施について、その成績が特に優秀で、かつ、他

の模範と認められる消防機関
機関名

浜松市消防局・浜松市消防団

※１　今井の今は、正しくは「 」。
※２　松浦の松は、正しくは「松」。
※３　西田の西は、正しくは「 」。
※４　曾我の曾は、正しくは「 」。
※５　松原の松は、正しくは「松」。
※６　齋藤の齋は、正しくは「 」。

２　表彰式
（１) 日　時
　　　令和８年３月４日（水）午前10時00分から10時45分まで
（２) 場　所
　　　合同庁舎第二号館（総務省） 地下２階講堂
　　　（東京都千代田区霞が関二丁目１番２号）
（３) 取材問い合わせ先
　　　電話：03-5253-7521（総務省消防庁総務課表彰係）



提 供 日 2026/02/26

タイトル 定期給与３か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査結果　(令和７年12月分)

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

令和７年12月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金

　　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は271,278円、名目賃金指数（定期給与）は107.4で、前年同月比0.4％増と３か月
連続で前年同月を上回った。

　　実質賃金指数（定期給与）は93.3で、前年同月比2.3％減と19か月連続で前年同月を下回った。

２　労働時間

　　１人平均月間所定外労働時間は10.8時間、所定外労働時間指数は116.1で、前年同月比2.8％減と２か月連続で前年同月を下回った。
　　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は12.5時間、所定外労働時間指数は109.6で、前年同月比12.6％減と14か月連

続で前年同月を下回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,411,606人、常用雇用指数は100.0で、前年同月比1.2％減と17か月連続で前年同月を下回った。
なお、パートタイム労働者比率は32.0％で、前年同月差1.3ポイント増と12か月連続で前年同月を上回った。

＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は299,728円で、前年同月比2.4％増と33か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.9時間で、前年同月と同水準となった。
(3)常用労働者数は857,035人で、前年同月比2.6％減と23か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数



＜利用上の注意＞
　(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
　(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
　(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年

（１月分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出している
ため、指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇
用指数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計
算している。
詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/12-040/index.html）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/12-040/index.html


提 供 日 2026/02/26

タイトル 生産は対前月比で低下、出荷はわずかに上昇
静岡県鉱工業指数(令和７年12月分速報)

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和７年12月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は91.6となり、前月比は3.7％減と２か月連続して低下した。
また、前年同月比（原指数）は0.9％増と２か月ぶりに前年を上回った。

業種別（季節調整済指数）にみると、電気機械、パルプ・紙・紙加工品、金属製品等が上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、プラスチッ
ク製品、その他製品等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和７年12月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は92.9となり、前月比は0.3％増と２か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は2.4％増と２か月ぶりに前年を上回った。

業種別（季節調整済指数）にみると、化学、食料品・たばこ、輸送機械等が上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、プラスチック製品、その
他製品等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和７年12月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は102.5となり、前月比は3.1％減と２か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.8％増と４か月連続して前年を上回った。

業種別（季節調整済指数）にみると、パルプ・紙・紙加工品、電気機械、その他製品等が上昇する一方、輸送機械、化学、食料品・たばこ等が
低下した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/07-040/index.html）を

御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/07-040/index.html


提 供 日 2026/02/27

タイトル （AOIプロジェクト）AOI-PARCに入居する企業が、
気候変動対応資材を開発！

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進班 

TEL 055-955-9111

ＡＯＩ－ＰＡＲＣ入居企業のAllied Carbon Solutions（株）が
気候変動に対応する資材「ACS-Sophor®」を開発

１ 要旨
 静岡県では、先端的な科学技術の活⽤による⾰新的な栽培技術開発を進め、農業の⾶躍的な⽣産性向上を図るとともに、産学官⾦の参画を得て、農業を軸
とした関連産業のビジネス展開を促進するＡＯＩプロジェクトに取り組んでおります。
 この度、プロジェクトの拠点であるAOI-PARC（静岡県沼津市）に入居するAllied Carbon Solutions（アライドカーボンソリューションズ）株式会社
（沼津市、代表取締役︓⼭縣洋介）が静岡県農林技術研究所と共同研究に取り組み、植物の耐乾燥性を⾼める天然由来のバイオステミュラント製品「ACS-
Sophor®」を開発し、販売を開始しました。

２ 商品概要
○商品名 ACS-Sophor®
○成 分 天然由来の界面活性剤「ソホロリピッド」
○効 果 土に撒くことで植物の乾燥耐性を⾼める
○価 格 **オープン価格（想定6,000円）**

３ 開発までの取組と成果
 Allied Carbon Solutions（株）と静岡県農林技術研究所は、⼲ばつや⾼温といった気候変動が農業にもたらす影響に対応するため、天然由来の界面活性
剤であるソホロリピッドを活⽤した新しい農業資材の共同研究を⾏いました。
 
 本研究では、「ソホロリピッドが植物にどのような影響を与えるのか」、また「その効果を最⼤限に引き出す最適な使⽤条件は何か」という点が重要な課
題として掲げられました。
 この課題に対し、AOI-PARC内にある、慶應義塾⼤学及び理化学研究所が開発した次世代栽培実験装置を駆使して、様々な気象条件を再現して詳細な検証
を進めた結果、「ソホロリピッドによって乾燥条件下でも植物の⽣育が維持され、さらに⽔が与えられた後の回復⼒が⾼まる」という画期的な効果と、その
効果的な施⽤方法が明らかとなりました。 （特許登録済み）

 こうして開発された 「ACS-Sophor®」は、近年の異常気象によって、予期せぬ⼲ばつに⾒舞われた際の作物の枯死を防ぎ、被害を最⼩限に抑えること
が期待されます。
　

　　　　　　　　　　　　　　
【栽培試験の結果　上段：SLを施用したキャベツ、下段：SLを施用しなかったキャベツ】

４ Allied Carbon Solutions（株）の概要
・会社名 Allied Carbon Solutions株式会社
・所在地 静岡県沼津市⼤諏訪847-1
・代表者 ⼭縣洋介



５ Allied Carbon Solutions（株）代表取締役社⻑のコメント
 「当社は、微⽣物由来の機能性物質を通じて、⽇本の農業に貢献することを⽬指しています。今回開発した「ACS-Sophor®」は、従来の肥料や農薬とは
異なるアプローチで植物の⽣理機能に働きかける資材です。今後も研究機関や現場との連携を深め、農業現場の課題解決につながる技術開発と事業展開を進
めてまいります。」

<参考>
今回ご紹介したAllied Carbon Solutions株式会社も登壇する「AOIプロジェクト研究成果発表会」が開催されます。
最新のアグリフードテックに御興味・御関心をお持ちの方、新たなビジネス展開をお考えの方、研究のアイデアを求めている方など幅広く皆様の御参加をお
待ちしております︕
日時 令和８年３月４日 (水曜日) 13時から17時まで

（交流会は17時30分まで）
実施方法 会場とライブ配信によるハイブリット開催
会場 ふじのくに千本松フォーラム（プラサヴェルデ）

コンベンションぬまづ３階コンベンションホールＢ
（沼津市大手町1-1-4）

テーマ アグリフードテック×スタートアップ
内容 【１】基調講演「食と農のスタートアップが 地球と子供たちの未来を救う」

　一般社団法人AgVenture Lab　代表理事理事長　荻野浩輝（おぎの こうき）

【２】パネルディスカッション

【３】研究成果の発表等
　Allied Carbon Solutions株式会社ほか

参加費 無料（要事前申込）
対象 ＡＯＩプロジェクトに関心のある企業（食品加工、流通、種苗、金融等）、大

学・国・民間研究者、農業者団体・生産者、行政・自治体、一般
申込方法 【電子申請サービス】

ＱＲコード若しくは下記ＵＲＬからアクセス

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19
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https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19


提 供 日 2026/02/27

タイトル 経済産業部所管担い手養成施設知事褒賞受賞者の
決定

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 公共職業訓練班

TEL 054-221-2822

職業教育関係学校の生徒等に対する知事褒賞受賞者の決定

　　１　要旨
　　　県は、職業教育を主とする工科短期大学校、職業訓練校等の生徒等のうち、 特 に 学業 ・ 技能 ・ 態度 ・ 行動 が 優秀 で 、 他 の 模範 となる 者 に 対

 して 知事褒賞 を 授与 する 。

２　知事褒賞受賞者

校　　名
（学科） 氏　 名 業績の概要

工科短期大学校
静岡キャンパス

(機械・制御技術科)

おざわ　　　たくま

小澤　琢磨

・機械・制御技術科における学業成績１位
・第20回若年者ものづくり競技大会旋盤職種　敢闘賞
・複数職種の技能検定に合格

工科短期大学校
沼津キャンパス
(情報技術科)

　     さかもと 　 ひか

坂夲 陽香り

・情報技術科における学業成績１位
・第20回若年者ものづくり競技大会ＩＴネットワークシステム管
理職種　敢闘賞

浜松技術専門校
(設備技術科)

しんむら　　あきふみ

新村　晨文

・第14回静岡県ものづくり競技大会総合の部配管部門２位
・難関資格である１級管工事施工管理技士補と消防設備士甲種１
類を取得

あしたか職業訓練校
(生産・サービス科)

たかむら　　ゆうたろう

高村 友太郎

・令和７年度静岡県障害者技能競技大会木工競技最優秀賞
・第45回全国障害者技能競技大会木工種目銅賞、県選手団旗手を

務める。

農林環境専門職大学
(生産環境経営学科)

　      かわはた　  　みゆう

河畑　心優

・生産環境経営学科における学業成績１位
・３級ファイナンシャル・プランニング技能士、情報処理技術者

等幅広い分野の資格取得に積極的に取り組んだ。

農林環境専門職大学
短期大学部

(生産科学科)

　      はぜやま　  　たくみ

櫨山　拓心

・生産科学科における学業成績１位
・プロジェクト研究において、自ら研究テーマや内容を考え、積

極的に提案するなど主体的に取り組み、他の学生の模範と
なった。

漁業高等学園
(総合漁業科)

 　    こばやし　 　 はると

小林　春斗

・学園内で優秀な成績を収めた。
・乗船実習中に自発的に実務経験を積み、また早朝には自習を欠

かさず、他の生徒の模範となった。

※受賞者には、各校の卒業式・修了式の際に、知事等から褒状を授与する。

３　卒業式（修了式）日程
名　称 日　時 連絡先（担当）

工科短期大学校 令和８年３月12日（木）14時から 055-925-1113（学務課　難波）

浜松技術専門校 令和８年３月13日（金）10時30分から 053-462-5602（訓練課　安川）

あしたか職業訓練校 令和８年３月９日（月）10時30分から 055-924-4380（訓練課　山本）

農林環境専門職大学
及び同短期大学部 令和８年３月17日（火）10時30分から 0538-31-7905（学生課　浅田）

漁業高等学園 令和８年３月６日（金）10時から 054-627-0219（教務班　吉田）

４　参考

静岡県ものづくり競技大会
職業能力開発施設や工業高校等で技能を習得中の者を対象とした競技
大会。若年者ものづくり競技大会、高校生ものづくりコンテスト東海大会の
予選を兼ねる。

若年者ものづくり競技大会 就業していない原則20歳以下の者が技能を競い合う全国大会。若年者
の就業促進を図り、若年技能者の視野の拡大を図ることを目的とする。

静岡県障害者技能競技大会
(アビリンピック静岡大会)

県内在住者、県内事業所に勤務する者又は県内の学校に通学する者
で、障害のある15歳以上の者を対象に開催される技能競技大会

全国障害者技能競技大会
(アビリンピック全国大会)

各都道府県障害者技能競技大会の金メダル受賞者(15歳以上)等の全国
大会



提 供 日 2026/02/27

タイトル 【取材依頼】静岡県内のイノベーション創出を支
える「ＳＨＩＰ」３周年イベント「ＳＨＩＰア
ワード2025」開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

静岡県内のイノベーション創出を支える「ＳＨＩＰ」

３周年イベント「ＳＨＩＰアワード2025」開催！（取材のお願い）

１　要　旨
県が運営するイノベーション拠点「ＳＨＩＰ」（静岡市葵区呉服町）がオープン３周年を迎えることから、ＳＨＩＰのこれま

での活動を振り返るとともに、会員の皆様の１年間の挑戦を表彰する「ＳＨＩＰアワード2025」を開催します。
＜ＳＨＩＰとは＞
ＳＨＩＰは令和５年３月９日の開所以来、デジタル人材の育成や、県内企業の異業種交流、スタートアップ支援などを行なっ

てきました。ＳＨＩＰ会員数は３，５５３名、累計相談対応件数２，１２４件、創出に関わった新規事業やスタートアップは８
６事例を数えるなど、静岡県内のイノベーション創出に大きく貢献しています。

２　イベント概要

区　分 内　容

日　　時 令和８年３月12日(木）午後５時から午後８時まで

会　　場 ＳＨＩＰ（静岡市葵区呉服町２丁目７－２６静専ビル２Ｆ）
＊オンライン配信あり

参 加 者 ＳＨＩＰ会員（定員：現地20名）

プログラム
（予定）

17:00～ 静岡県挨拶
17:05～ ＳＨＩＰ活動報告
17:30～ ＳＨＩＰ会員によるピッチ大会、授賞式、写真撮影
19:30～ 交流会（名刺交換会）

※当日会場での取材を希望される場合は、令和８年３月11日（水）正午までに上記担当あてに御連絡ください。

(参考）SHIPアワード2025について

目　　的
ＳＨＩＰを活用した優れた事例等を表彰することで、会員に感謝を伝
えるとともに、新たな挑戦や共創を後押しする機運を醸成する。
＊ＳＨＩＰアワードは令和５年度から継続して実施中

実施方法
・ＳＨＩＰ会員を対象に登壇者を募集し、表彰候補者を決定。
・表彰候補者は当日のイベント内で３分程度の事例紹介を実施。
・会場内参加者とオンライン参加者による投票で各賞を決定。



提 供 日 2026/02/27

タイトル 令和７年度静岡県感染症対策連携協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 企画情報班

TEL 055-928-7220

県では、感染症法の規定に基づき、平時から関係機関間における感染症発生・まん延時の対応に関する枠組みを構築するため静岡
県感染症対策連携協議会を設置しており、次のとおり会議を開催します。

１　開催日時・方法
　　・令和８年３月３日（火）　午後６時から（１時間程度を予定）
　　・Web開催

２　出席者（予定）
　　委員24人
　　・感染症指定医療機関
　　・診療に関する学識経験者の団体
　　・消防機関
　　・その他の関係機関
　　・保健所設置市　など

３　議事（予定）
　　・新型インフルエンザ等の発生に備えた患者等の移送に係る消防機関との協定
　　・感染症対応訓練実施結果
　　・令和８年度以降のコロナ感染拡大注意報・警報の運用の継続
　　・県予防計画進捗状況
　　・定点医療機関の見直し　ほか

４　留意事項
　　・本会議は公開で開催します。
　　・Web配信会場へお越しいただくことも可能です（要申込）。
　　　Web配信会場：静岡県健康福祉交流プラザ３階　
　　　　　　　　　 静岡県感染症管理センター内情報センター（三島市谷田2276）

　　＜一般傍聴申込先＞
　　　感染症対策課メール：kansentaisaku@pref.shizuoka.lg.jp
　　　期限：当日正午まで　

　　＜取材申込先＞
　　　感染症対策課電話：055-928-7220
　　　期限：当日午後３時まで

mailto:kansentaisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/27

タイトル アオハル！エコロジーラボ～高校生８チームが、
脱炭素につながる企画を発表します！～

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

アオハル！エコ ロジーラ ボ

～高校生８ チームが、 脱炭素につながる企画を発表し ます！～

気候危機やエネルギー問題に興味関心のある高校生が集まり、大学生メンターとチームを組んで脱炭素アクションを企画する「アオハ
ル！エコロジーラボ」の最終カンファレンスを開催します。

参加高校生のステージ発表のほか、ブースでの質疑応答や交流も行います。
高校生の取組のプロセスや成果をぜひご覧ください。

＜最終カ ンフ ァ レンスの概要＞　　　　

日時 令和８年３月１５日（日）１３：００～１７：００

会場 静岡県庁　別館２階第１会議室（静岡市葵区追手町９－６）

内容

13:00　開会
13:20　チーム発表＜前半＞
14:00　チームブースでの質疑応答・交流
14:40　チーム発表＜後半＞
15:20　チームブースでの質疑応答・交流
15:55　クロージングセレモニー
16:20　写真撮影

発表
テー
マ

サステナブルファッション、地球温暖化対策アプリ「クルポ」
エコ修学旅行プラン、小型モビリティシェア　等

参加
者

高校生、大学生、サポート企業（TOKAIグループ、静岡ガスグループ、鈴与商事
株式会社、株式会社レント）、高校生カーボンニュートラル・ラボ実行委員会

【問合せ先】
　高校生カーボンニュートラル・ラボ実行委員会事務局(静岡大学内)
　TEL、FAX:054-238-4862　MAIL:ecolabo@shizuoka.ac.jp
  URL: https://ecolab-shizuoka.com/

　　　　主催：高校生カーボンニュートラル・ラボ実行委員会（静岡大学、静岡県、静岡県教育委員会、静岡県地球温暖化防止活動推進センター、一般社団法

人静岡県環境資源協会）

mailto:ecolabo@shizuoka.ac.jp
https://ecolab-shizuoka.com/


提 供 日 2026/02/27

タイトル 「交通死亡事故多発警報」を発令！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

「交通死亡事故多発警報」を発令！

県内では、２月21日（土）から２月27日（金）までの７日間で６件の交通死亡事故が発
生する異常事態となっています。
　このため、静岡県交通安全対策協議会会長（知事）から、県内全域に「交通死亡事故多
発警報」を発令し、県民に対し改めて交通事故防止を呼び掛けるとともに、広報啓発や交
通指導取締りの強化を中心とした、緊急対策を次のとおり実施します。

１　期　間
　　令和８年２月27日（金）から令和８年３月８日（日）までの10日間

２　対策の内容
(1)　広報活動

ア　ラジオなどによる呼び掛け
イ　道路情報板などによる広報
ウ　県ホームページ、SNS等における広報

(2)　警察による交通指導取締りの強化
(3)　交通安全対策協議会関係団体等への周知

３　交通死亡事故多発警報制度
(1)　目　的

県民の交通安全意識を喚起するとともに、県、警察、市町及び関係機関・団体が相
互に協力して、総合的かつ集中的な交通事故防止対策を推進し、早期に交通死亡事故
の発生を抑止することを目的としている。

(2)　発令者
静岡県交通安全対策協議会会長（知事）

(3)　発令の基準
県内において、交通死亡事故が７日間以内に６件以上発生したとき、警察本部長の

意見を踏まえて発令する。

４　参考事項
前回の発令は、令和６年12月31日（火）から令和７年１月９日（木）までの10日間であった。



【知事コメント】

令和８年２月21日（土）から２月27日（金）までの７日間に、６件の交通死亡事故が県内各地で発生し、６人
の方の尊い命が失われました。

このため、本日２月27日（金）から３月８日(日)までの
10日間、県内全域に「交通死亡事故多発警報」を発令し、交通死亡事故防止対策を強化することといたし
ました。
　交通事故は、誰もが被害者、加害者になるおそれがあります。

悲惨な交通事故を１件でも減らすため、警報を機に、県民の皆様一人ひとりが、自発的に交通事故の防
止に取り組んでくださるよう、御理解と御協力をお願いいたします。

令和８年２月27日

　　　　　　　　　　　静岡県交通安全対策協議会
　　　　　　　　　　　　　会長　静岡県知事　鈴木　康友



提 供 日 2026/02/27

タイトル 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果
（速報・第180報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査について、前回の速報

（令和８年１月30日）から令和８年２月27日までに結果がまとまったものを報告します。

　採取した試料の一部（原乳）で過去の変動幅
※1

を上回りましたが、健康への影響が心配されるレベルではありませんでした。

　なお、過去の変動幅を上回った原因は、浜岡原子力発電所ではなく、過去の核爆発実験や東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故

等で放出された放射性物質の影響と推定しました。

　※１　過去の変動幅は東京電力（株）福島第一原子力発電所事故前５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕

採取場所

採取日

測定結果の最大値

〔放射性セシウム
※２

〕

過去の変動幅

（東電事故前5年間）
単位

(1)原乳〔２〕
掛川市１か所、
菊川市１か所
採取日:1/9,19

0.021 検出されず Bq/kg生

(2)浮遊塵〔５〕
御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取日:1/5～2/1

検出されず 検出されず mBq/㎥

(3)白菜〔２〕
御前崎市２か所
採取日:12/11,18 検出されず 検出されず Bq/kg生

(4)白ねぎ〔１〕
御前崎市１か所
採取日:12/15 検出されず －

※3 Bq/kg生

(5)大根〔３〕
御前崎市２か所、
牧之原市１か所
採取日:1/8,9

0.017
検出されず

~ 0.029 Bq/kg生

　※２　放射性セシウムはセシウム134とセシウム137の合計を示します。
　※３　　　 　※３　白ねぎは令和２年度から測定項目に追加したため、過去の変動幅を設定していません。なお、直近５年間の各年の最大値は、検出されず～0.012 Bq/kg生 でし

た。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　　　　　一般食品 100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳 50 Bq/kg 、飲料水 10 Bq/kg

３　今後の対応
　 　　 ・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。

　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2026/02/27

タイトル 静岡県台湾事務所、観光事業者商談会を開催
台北での対面開催はコロナ後初

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、観光事業者商談会を開催

台北での対面開催はコロナ後初

・静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、３月５日（木）、静岡県の観光事業者と台湾の旅行会社を対象とした商談会を開催します。
・台北市内での対面式商談会は、コロナ後初の開催となります。

＜概要＞
日　時　2026年３月５日（木）14時～16時30分（受付：13時30分～14時）
会　場　晶宴會館民權館（台北市中山区民権東路三段2号　16階）
主催者　静岡県台湾事務所　/　参加費　無料（事前登録制）
参加者　静岡県内の観光事業者等　12社21名　/　台湾の旅行会社　93社142名
内　容　静岡県内の観光施設等（行政、交通事業者、宿泊事業者等を含む）による台湾の旅行会社へのＰＲ

＜開催の経緯＞
・当事務所ではコロナ期間中の2021（令和３）年度から４年連続で、県内事業者による台湾の旅行会社へのＰＲの機会を増やすため、オンライ

ン商談会を開催してきました。
・今般、台湾の旅行会社と県内事業者の双方から対面式の商談会開催を望む声が寄せられたことから、対面式での商談会を開催することと

なりました。
・台湾旅行会社は93社142名が申込をしており、過去最高の申込者数となります。

＜参考＞　直近の商談会実績
・2025年３月＠台北（オンライン）　　台湾側参加者：88社
・2024年１月＠高雄（対面）　　　　　台湾側参加者：32社
・2024年１月＠台北（オンライン）　　台湾側参加者：90社

●本講座において、 メディアの 方 からの 取材 を 歓迎いたします。
 セミナー 開催後 の 素材提供の御希望も承ります。
御希望の場合は、 会社名 ・お 名前 ・ 連絡先を以下問合せ先までお知らせください。

　・問合せ：静岡県台湾事務所　市川、山本
 ( メール：Shizuoka.tw@gmail.com 　電話：+886-2-2508-1515)

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:Shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2026/02/27

タイトル 静岡県の日本一を集めた「Myしずおか日本一」の
2026年版リーフレットが完成しました！

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2242

静岡県が誇る数々の日本一をわかりやすくまとめた「Ｍｙしずおか日本一」のリーフレットを発行しました。

日本語版に加え、外国の方々にも読んでいただけるよう、以下の外国語版もご用意しています。 

【英語、ハングル語、中国語（簡体字・繁体字）、モンゴル語、スペイン語、ポルトガル語】

静岡県の魅力発信に、是非、Ｍｙしずおか日本一リーフレットを御活用ください。

※リーフレットの電子データは以下、県ＨＰにて公開しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/myshizuoka/1011208.html

（表面デザイン）

（中面デザイン）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/myshizuoka/1011208.html


提 供 日 2026/02/27

タイトル 明治安田生命保険相互会社からの寄附金寄贈と感
謝状贈呈式の開催

担　　当 企画部 企画課

連 絡 先 企画部企画課企画班

健康福祉部こども若者局こども政策課こども政策

班

TEL 企画班:054-221-2145

こども政策班:054-221-2608

１　要　旨
　明治安田生命保険相互会社から企業版ふるさと納税制度を活用して、御寄附をいただきました。寄附金については、「ふじのく
に出会い応援事業」に活用させていただきます。
　同社に対し、塚本副知事から感謝状を贈呈します。

＜ふじのくに出会い応援事業の概要＞
項目 内容

寄付金充当先 ふじのくに出会い応援事業
取組 ・県と県内３５市町で構成する「ふじのくに結婚協議会」が主体となり、公的な結婚支援拠点「し

ずおかマリッジ」を運営している。
【実績（令和８年１月末時点）】

お見合い成立件数 お友達成立件数 交際成立件数 成婚数
8,498件 2,871件 464件 108件

・安全・安心な婚活の機会を提供することで結婚を希望する方を後押しするため、このたびの御寄
附を活用し、しずおかマリッジの会員登録につなげる非会員向けイベントを開催する。
・非会員男女各１００名、計２００名程度の参加を目指し、交流 イベント（マッチングなし）を開
催。 

２　寄附金拠出企業
項　目 内　容
企業名 明治安田生命保険相互会社

本社所在地 東京都千代田区丸の内
従業員数 48,592名（2025年９月末現在）
事業内容 生命保険業

３　感謝状贈呈

　（１）日　時　令和８年３月４日（水）１６時３０分から

　（２）場　所　県庁東館５階　塚本副知事室

　（３）参加者　

　　　　明治安田生命保険相互会社　静岡支社長　　妹背 俊紀(いもせ としのり)様

　　　　　　　　　　　　　　　　　市場統括部長  天野 雅史(あまの まさふみ)様

        静岡県　塚本副知事、山田企画部長、赤堀こども若者政策部長　ほか

４　寄附活用によるイベントの開催
(１)　開催概要

イベント名 しず恋（こい）プロジェクト2026　
しずおかハッピーコネクト

日時 2026年３月15日（日）　午後１時～午後３時
会場 グランディエールブケトーカイ　シンフォニー

（静岡市葵区紺屋町17-1　葵タワー４階）
内容等

（予定）
12：15～　参加者受付／グループ分け
13：00　　オープニングトーク
13：10　　スペシャルトーク
　　　　　　　スペシャルゲスト　橋本マナミ（俳優・タレント）
13：25　　交流タイム
15：00　　エンディング

募集対象 独身の若手社会人（20～39歳）200名程度（男女各100名）
※しずおかマリッジ非会員

参加費用 1,500円
申込み方法 参加申込みフォームから申込み（応募多数の場合は抽選）

https://happypro.me/party_info/detail/7035

（※申込み期限：令和8年３月６日（金））

(２)　イベントのポイント
　・若手社会人の交流イベント(マッチングなし)を初開催！
　・著名なゲストによる結婚の体験談が聞ける！
　・交流タイムでは協賛企業からの素敵なプレゼントが当たるイベントあり！

https://happypro.me/party_info/detail/7035

